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Ⅰ 現代に求められる人間像－「嘉納治五郎」
Ⅱ 茗渓会顕彰　未来をひらく社会貢献活動



「嘉納治五郎」P.2 ～ 8参照

第10回オリンピック・ロサンゼルス大会で IOC委員の
行進、右手前に嘉納治五郎委員が見える	 1932 年

嘉納は孔子祭典を復活した。
湯島聖堂内陣の孔子像及び四
配像（顔子、曾子、子思、孟子）

《歴聖大儒像》
東京教育大学附属図書館蔵書印

《歴聖大儒像》筑波大学に所蔵されている６幅のうち。
下は蓋で、孔子祭典会委員であった中山久四郎によ
る解説文が添付されている。

写真は左上から筑波大学ライフセービング部／相模人形
芝居／鹿児島破魔投げ保存会　右上からボリビアに養護
学校／中国大陸の砂漠に緑を／高齢化社会をよくする虹
の仲間手作り工房／病院で似顔絵　中段左上から平塚農
高のヤーコン／カンボジア地雷被害の子どもたちのため
に／パラリンピック走り高跳び／柳川に菖蒲園／浅草寺
の大草鞋／北海道静内農高の桜並木保全／子どもたちと
作る絵本教室／ほのぼの寄席で福祉施設巡回／グリーン
プロジェクトで芝生づくり／山形「くれよん」地域活動
／佐野常民記念館ボランティアスタッフ

P.9 ～ 14 参照

現代に求められる人間像
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は
じ
め
に

今
日
、
人
間
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
現
象
と
し
て
の「
情
報
化
」

の
進
展
は
目
覚
ま
し
い
。
情
報
世
界
が
拡
張
す
る
一
方
で
、
情
報

の
伝
達
や
処
理
に
要
す
る
時
間
や
手
間
が
、
基
本
的
に
は
著
し
く

短
縮
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
、
情
報
世
界
の
進
展
を
助
長
す
る
。

例
え
ば
、
国
政
選
挙
時
の
開
票
速
報
。
開
票
率
が
ま
だ
一
桁
台

の
低
い
時
点
で
次
々
と
「
当
確
」
が
打
た
れ
る
。
そ
し
て
、
結
果

と
し
て
こ
の
「
当
確
」
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
的
中
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
投
票
所
に
お
け
る
「
出
口
調
査
」
の
お
か
げ
で
あ
る
。

一
昔
前
と
は
違
っ
て
、
支
持
政
党
や
候
補
者
を
は
っ
き
り
決
め

ず
に
投
票
日
を
迎
え
る
、
い
わ
ゆ
る
無
党
派
層
が
過
半
数
を
超
え

る
今
日
、
事
前
の
取
材
を
密
に
し
、
精
緻
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
も
、
予
測
の
精
度
は
ほ
と
ん
ど
上
げ
ら

れ
な
い
。「
出
口
調
査
」は
こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
解
消

す
る
効
率
的
な
手
段
な
の
だ
が
、
取
得
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
確
実
性

と
ひ
ず
み
の
少
な
さ
が
担
保
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
処
理
結
果
の
精

度
・
信
頼
性
が
確
保
で
き
る
の
で
あ
る
。

情
報
の
一
方
通
行

現
代
社
会
が
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
時
代
と
い
わ
れ
て
久
し
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
目
覚
ま
し
い
拡
張
は
Ｉ
Ｔ
時
代
を
短
期
間

に
発
展
さ
せ
た
が
、
入
力
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
や
情
報
へ
の
信
頼

性
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
崩
壊
の
危
険
性
も
は
ら
ん
で
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
、
ブ
ロ
グ
と
い
わ
れ
た
り
ツ
イ
ッ

タ
ー
と
い
わ
れ
る
行
為
が
日
常
化
し
て
る
が
、
発
言
内
容
も
受
容

の
仕
方
も
正
常
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
見
な
し
て
よ
い
か
疑

わ
し
い
。
時
に
は
、
そ
の
内
容
、
情
報
に
よ
っ
て
、
甚
だ
し
く
名

誉
を
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
公
開
し
が
た
い
モ
ラ
ル
に
反
し
た
不
健

康
な
も
の
も
あ
る
。

あ
る
い
は
、
成
熟
し
な
い
独
り
よ
が
り
の
「
自
己
主
張
」
が
表

現
の
自
由
と
い
う
美
名
に
隠
れ
て
の
独
り
歩
き
と
も
受
け
止
め
ら

れ
よ
う
。
そ
れ
は
孤
立
、
孤
独
に
あ
る
者
が
単
に
集
合
し
て
い
る

場
で
の
出
来
事
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
さ
え
思
え
る
。
ち
ょ

う
ど
、
体
が
触
れ
あ
っ
て
い
て
も
、
隣
人
意
識
の
な
い
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ワ
ー
の
電
車
の
中
の
人
間
関
係
に
似
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

NBCからインタビューを受ける嘉納治五郎(左・ 年)

ッ
ク
ホ
ル
ム

嘉
納

治
五
郎

嘉
納
治
五
郎
は
、
万
延
元
年

１
８
６
０
）10
月
28
日
兵
庫
県
で

生
ま
れ
た
。
母
親
が
病
没
の
翌
・
明
治
３
年
に
父
親
と
共
に
東
京

に
出
て
勉
学
に
励
む
。
東
京
大
学
を
卒
業
。
明
治
期
か
ら
昭
和
期

に
か
け
て
、
学
習
院
教
授
、
第
一
高
等
中
学
校
長
や
三
度
に
わ
た

り
東
京
高
等
師
範
学
校
長
を
歴
任
す
る
等
、
優
れ
た
教
育
指
導
者

と
し
て
活
躍
し
た
。

明
治
中
期
に
は
諸
外
国
か
ら
多
数
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
ま

た
、
湯
島
聖
堂
の
孔
子
祭
典
を
復
活
さ
せ
た
。

一
方
、
講
道
館
柔
道
の
創
設
者
と
し
て
、
数
回
に
わ
た
っ
て
欧

米
を
回
り
、
柔
道
を
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
と
す
る
た
め
の
基
盤
作
り

に
力
を
入
れ
た
。
ま
た
、
柔
道
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
に
努
め
た
。

明
治
42
年

１
９
０
９
）に
は
、
日
本
最
初
の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
委
員
と
な
り
、
２
年
後
に
は
大
日
本
体
育
協
会
を

組
織
し
た
。

翌
年
、
日
本
の
初
参
加
と
な
っ
た
第
５
回
ス
ト

帰
途
、
横
浜

大

会
で
は
団
長
と
し
て
入
場
行
進
し
た
。

後
に
、
結
局
は
戦
争
の
た
め
に
返
上
し
た
が
、
第
12
回
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
（
昭
和
15
年
・
１
９
４
０
を
予
定
）
の
東
京
開
催
を

再
確
認
し
た
カ
イ
ロ
会
議
か
ら
の

３
８
）享
年

到
着
２
日
前
、
乗

船
し
て
い
た
氷
川
丸
の
船
中
で
肺
炎
に
よ
り
逝
去
し
た
。

昭
和
13
年

１
９

郎もを指導

77
歳
。

子ど る嘉納治す 五

特集



明
治
新
政
府
と
な
っ
て
、
江
戸
時
代
の
幕
府
教
学
の
中
心
で
あ

っ
た
湯
島
聖
堂
と
昌
平
坂
学
問
所
は
閉
鎖
さ
れ
て
、
諸
堂
に
あ
っ

た
調
度
や
道
具
、
礼
拝
像
、
書
画
類
に
至
る
す
べ
て
は
浅
草
の
米

蔵
「
浅
草
文
庫
」
に
納
め
ら
れ
、
学
問
所
は
昌
平
学
校
と
な
り
、

明
治
3
年
に
大
学
本
校
（
現
、
東
京
大
学
）
が
こ
の
地
に
設
置
さ

れ
た
が
、
翌
年
に
「
大
学
ヲ
廃
止
シ
文
部
省
ヲ
置
ク
」
太
政
官
布

告
に
よ
っ
て
文
部
省
が
設
け
ら
れ
た
。
明
治
5
年
に
文
部
省
が
移

転
し
、
湯
島
聖
堂
は
我
が
国
が
行
う
初
の
博
覧
会
場
と
な
り
、
学

問
所
の
校
地
に
師
範
学
校
（
現
、
筑
波
大
学
）
が
開
校
し
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
東
京
師
範
学
校
と
な
り
、
同
所
に
は
付
属
学

校
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
東
京
女
子
師
範
学
校
、
同
付
属
学
校
、
そ

れ
に
国
立
博
物
館
が
同
居
し
、
ま
さ
に
近
代
教
育
の
発
祥
の
地
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
幕
府
教
学
は
旧
弊
と
さ
れ

て
、
湯
島
聖
堂
の
孔
子
の
祭
典
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
ぶん

「
斯
文
学
会
は
、
明
治
十
三
年
岩
倉
具
視
が
、
欧
州
か
ら
帰
り
、

国
家
の
前
途
を
憂
慮
し
、
儒
教
に
よ
っ
て
堅
実
な
思
想
を
養
成
し
、

国
家
の
基
礎
を
固
め
よ
う
と
し
て
創
立
さ
れ
た
。」（『
財
団
法
人
斯

文
学
会

十
年
史
』）。
そ
の
動
向
は
、
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
政

治
学
理
財
学
科
の
学
生
で
あ
っ
た
嘉
納
治
五
郎
に
影
響
し
、
漢
学

塾
の
二
松
学
舎
に
通
っ
て
い
る
。
欧
化
偏
重
の
当
時
の
在
り
方
に

対
し
て
、
東
洋
思
想
、
儒
教
精
神
を
学
ぶ
理
由
と
見
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。彼
の
語
る
所
に
よ
れ
ば
、「
基
督
教
は
基
督
教
の
精
神
を
探

る
こ
と
に
な
っ
て
来

て
形
式
を
探
る
こ
と

が
昔
よ
り
余
程
少
な

く
な
っ
た
、
ま
た
道

徳
は
宗
教
と
云
う
も

の
と
離
れ
て
存
在
し

て
き
た
や
う
な
形
跡

が
あ
る
の
で
す
。
欧

羅
巴
の
道
徳
は
キ
リ

ス
ト
教
が
元
で
養
は

れ
た
も
の
と
見
ざ
る

嘉
納
治
五
郎
先
生
、

孔
子
祭
典
行
事
の
復
活
に
際
し
、

委
員
長
と
し
て
指
揮
を
執
る

筑
波
大
学
人
間
総
合
科
学

研
究
科
教
授

日
本
美
術
史
）

大
切
な
も
の
を
見
失
わ
な
い

ま
だ
「
Ｉ
Ｔ
時
代
」
の
幕
開
け
と
も
い
え
る
時
代
に
あ
っ
て
、

「
明
日
に
向
か
う
」
人
間
社
会
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
真
剣
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
｜
そ
れ
は
効
率
化
や
シ
ス
テ
ム
化

を
性
急
に
求
め
る
あ
ま
り
、
相
手
を
否
定
す
る
こ
と
を
「
競
争
」

と
捉
え
、
共
存
の
あ
り
方
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
人
間
的
な
触
れ

合
い
や
「
こ
こ
ろ
の
つ
な
が
り
」
を
置
き
去
り
に
す
る
と
い
っ
た

ひ
ず
み
を
矯
正
し
、
あ
く
ま
で
人
間
と
そ
の
幸
せ
を
目
標
に
捉
え

た
方
向
へ
と
人
間
社
会
の
進
路
を
導
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

大
き
な
変
革
・
変
換
の
時
代
は
否
応
な
し
に
従
来
の
モ
ラ
ル
や

価
値
観
を
揺
る
が
し
、
人
々
は
往
々
に
し
て
伝
統
あ
る
も
の
を
た

だ
〞
古
い
〝
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
廃
棄
し
、
新
し
い
も
の
へ
は

新
奇
さ
だ
け
を
よ
す
が
に
無
条
件
に
す
り
寄
っ
て
い
く
。
時
代
の

め
ま
ぐ
る
し
い
変
換
の
中
で
価
値
あ
る
も
の
を
見
失
わ
ず
、
信
念

を
も
っ
て
よ
り
よ
い
未
来
を
開
拓
し
て
く
れ
る
の
は
優
れ
た
リ
ー

ダ
ー
の
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
を
生
み
だ
す
人
間
教
育
で
あ
ろ
う
。

幕
藩
体
制
に
見
る

指
導
的
人
材
育
成
の
理
念

「
下
剋
上
」
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
た
戦
国
時
代
は
、
卓
越
し
た
戦

国
武
将
〜
指
導
者
〜
た
ち
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
幕

藩
体
制
と
い
う
、国
家
の
新
し
い
支
配
体
制
が
整
い
、以
後
、外
国

船
の
訪
れ
る
幕
末
ま
で
の
二
百
数
十
年
の
太
平
の
世
を
迎
え
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
間
、
国
家
の
経
営
組
織
は
幕
府
全
体
統
制
の

も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
国
に
お
い
て
優
れ
た
指
導
者
た
ち
に
よ
っ

て
治
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
指
導
者
た
ち
は
、
そ
れ
ら
の
分
国
に

置
か
れ
た
子
弟
の
教
育
機
関
に
お
い
て
次
代
の
指
導
者
を
育
て
た
。

中
央
に
お
い
て
も
、
幕
藩
体
制
を
支
え
る
次
代
の
指
導
者
と
な

る
子
弟
が
育
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
機
関
も
常
設
さ
れ
て
い
た
。

駿
河
台
の
昌
平
坂
学
問
所
が
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
指
導
理
念
と
し

て
の
儒
学
の
師
・
孔
子
を
祀
る
湯
島
聖
堂
が
そ
こ
に
あ
る
。

明
治
新
政
府
は
、
た
と
え
体
制
が
変
わ
ろ
う
と
も
、
近
代
日
本
の

指
導
的
人
材
の
育
成
の
場
と
し
て
、伝
統
あ
る
昌
平
坂
学
問
所（
昌

平
黌
）
の
跡
に
、
官
立
に
よ
る
師
範
学
校
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。

茗
渓
の
創
基
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
日
欧
羅
巴
に
行
は
れ
て
居
る

道
徳
は
基
督
教
を
離
れ
て
道
徳
は
獨
立
に
存
在
せ
ん
と
し
つ
ヽ
あ

る
傾
き
が
あ
る
」
と
し
、「
其
の
意
味
か
ら
考
へ
る
と
孔
子
の
教
が

さ
う
云
ふ
学
説
や
各
宗
教
を
離
れ
た
一
般
的
の
道
徳
に
一
番
近
い
、

孔
子
の
教
を
以
て
養
は
れ
た
所
の
徳
教
を
奉
じ
て
居
る
人
で
あ
る

な
ら
ば
、
其
格
段
な
る
宗
教
格
段
な
る
学
説
を
離
れ
た
所
の
道
徳

と
殆
ど
同
じ
や
う
な
考
を
以
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
」（『
足
利
学

校
釈
奠
講
演
筆
記
』
第
３
巻
４
〜
５
ｐ
、
足
利
学
校
遺
跡
図
書
館

１
９
１
４
年
）
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

湯
島
聖
堂
に
は
師
範
学
校
に
付
設
さ
れ
た
教
育
博
物
館
が
あ
り
、

聖
堂
の
祭
具
は
そ
の
多
く
が
浅
草
文
庫
（
の
ち
の
内
閣
文
庫
）
に

保
管
さ
れ
て
い
た
。

時
が
経
ち
、
１
９
０
３
年
に
東
京
高
等
師
範
学
校
が
大
塚
に
移

転
し
た
の
を
機
に
孔
子
祭
典
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
。「
明
治
三
十

九
年
に
至
り
、
當
時
聖
堂
を
管
理
し
た
東
京
高
等
師
範
學
校
の
職

員
の
有
志
で
、
釈
奠
の
禮
が
久
し
く
欠
け
て
い
る
こ
と
を
遺
憾
と

す
る
者
が
多
く
、
孔
夫
子
を
崇
敬
し
、
我
が
国
に
お
け
る
其
の
教

化
を
感
謝
す
る
誠
意
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
、
そ
の
祭
典
を
大
成
殿

で
行
う
こ
と
を
計
画
し
た
が
、
さ
ら
に
廣
く
同
志
を
集
め
て
祭
典

を
盛
大
に
行
う
こ
と
を
議
決
」
し
、「
孔
子
祭
典
會
」
が
創
立
さ
れ

る
に
至
っ
た
。

（
鈴
木
三

男
編
『
聖
堂
物
語
』
よ
り
引
用
）

時
に
１
９
０
７

明
治
40
）年
、「
發
起
人
會
を
開
き
、
文
學
博
士
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井
上
圓
了
、
同
井
上
哲
次
郎
、
…
男
爵
細
川
潤
次
郎
、
…
子
爵
谷

干
城
、
…
男
爵
澁
澤
榮
一
、
伯
爵
土
方
久
元
…
ら
、
二
十
人
を
評

議
員
と
し
、
…
中
略
…
十
人
を
選

し
、
嘉
納
治
五
郎
を
委
員
長

と
し
た
」（
前
掲
『
聖
堂
物
語
』
よ
り
引
用
）
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
、
大
成
殿
は
孔
子
並
び
に
四
配
像
、
そ
れ
に「
賢
儒
像
」

の
扁
額
16
面
、
さ
ら
に
「
歴
世
大
儒
像
」
6
幅
（
筑
波
大
学
所
蔵
）

に
よ
り
、
か
つ
て
の
旧
観
に
復
し
、
所
謂
、
祭
典
の
中
心
た
る
行

事
、
孔
子
に
蔬
菜
を
捧
げ
る
「
釈せき
奠てん
」
の
儀
が
行
わ
れ
た
の
で
あ

る
。こ

れ
こ
そ
が
孔
子
祭
典
行
事
で
あ
り
、
礼
拝
空
間
の
荘
厳
か
ら

式
次
第
の
す
べ
て
を
嘉
納
治
五
郎
が
再
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。
以

来
１
９
２
０

大
正
9
）年
ま
で
、
嘉
納
治
五
郎
は
祭
典
部
長
で
あ

っ
た
。

１
９
２
３

大
正
12
）年
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
、
湯
島
聖
堂

大
成
殿
は
灰
燼
に
帰
し
た
。
以
来
、
２
０
０
６

平
成
18
）年
ま
で
、

朱
舜
水
将
来
の
孔
子
像
に
よ
っ
て
、「
釈
奠
」
の
儀
が
行
わ
れ
た
。

２
０
０
７

平
成
19
）年
10
月
6
日
、
孔
子
祭
復
活
100
年
を
記
念
し

て
特
別
展
「
草
創
期
の
湯
島
聖
堂
」
が
、
史
跡
湯
島
聖
堂
を
管
理

す
る
財
団
法
人
斯
文
会
と
国
立
大
学
法
人
筑
波
大
学
の
共
催
で
、

湯
島
聖
堂
大
成
殿
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
震
災
か
ら
80
有
余
年

を
経
て
、
高
等
師
範
学
校
か
ら
筑
波
大
学
に
保
管
さ
れ
て
き
た
朱

子
（
朱
熹
）
ら
「
歴
聖
大
儒
像
」
の
宋
儒
六
幅
が
掛
け
ら
れ
、
筑

波
大
学
人
間
総
合
科
学
研
究
科
柴
田
良
貴
教
授
に
よ
っ
て
復
元
さ

れ
た
「
孔
子
な
ら
び
に
四
配
像
」
が
拝
殿
に
安
置
さ
れ
、
藤
田
志

朗
教
授
指
導
の
も
と
、日
本
画
研
究
室
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
た「
賢

儒
像
」
扁
額
16
面
が
殿
内
に
か
け
ら
れ
、
ま
さ
に
、
孔
子
祭
を
復

活
さ
せ
た
百
年
前
の
嘉
納
治
五
郎
の
思
い
が
、
常
設
の
礼
拝
空
間

と
し
て
甦
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

古
代
か
ら
の
文
化
交
流
の
証
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
孔
子
を

祀
る
具
体
的
な
か
た
ち
。
１
９
２
２

大
正
11
）年
、
湯
島
聖
堂
は

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
文
化
は
継
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

近
代
日
本
を
支
え
る
中
等
教
育
の
、

指
導
的
人
材
の
育
成
に
尽
力
し
た

嘉
納
治
五
郎
の
意
図
し
た
も
の

明
治
中
期
に
あ
っ
て
、
中
等
教
育
や
師
範
教
育
の
指
導
的
人
材

育
成
の
た
め
に
、
三
度
も
高
等
師
範
学
校
の
校
長
を
勤
め
た
り
、

体
育
教
育
の
新
し
い
仕
組
み
を
実
行
に
移
し
た
り
と
、
精
力
的
に

近
代
教
育
の
方
向
性
を
求
め
た
嘉
納
治
五
郎
の
優
れ
た
業
績
は
各

方
面
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、
嘉
納
の
優
れ
た
国
際
感
覚
は

特
筆
に
値
い
し
よ
う
。

明
治
中
期
の
日
本
が
明
治
維
新
を
経
て
「
近
代
化
」
の
遅
れ
た

国
家
を
、
欧
米
の
列
強
に
追
い
つ
き
追
い
越
せ
と
息
せ
き
き
っ
て

い
る
時
に
、
嘉
納
は
、
高
等
師
範
学
校
の
責
任
者
と
し
て
諸
外
国

か
ら
数
千
人
の
留
学
生
を
同
校
と
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
嘉

納
が
設
立
し
た
宏
文
学
院
に
受
け
入
れ
た
。
し
か
も
、
数
年
前
ま

で
戦
争
を
し
か
け
て
い
た
隣
の
清
国
の
若
者
た
ち
を
多
数
、
迎
え

た
の
で
あ
る
。

勿
論
、
彼
等
は
そ
の
後
の
各
国
の
指
導
者
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
嘉
納
は
、
特
に
中
国
の
留
学
生
に
対
し
て
は
、
わ
が
日

本
人
と
、
理
念
、
思
想
を
共
有
す
る
た
め
に
、
共
に
学
ぶ
キ
ャ
ン

パ
ス
に
あ
る
聖
堂
に
祀
ら
れ
た
「
孔
子
」
の
祭
典
を
復
活
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
「
国
際
交
流
」
の
域
を
超
え
て
い
る

こ
と
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
「
自
他
共
に
あ
り
、
共
に
栄
え
る
」
と
い
う
思
想
・

理
念
が
国
際
社
会
に
広
が
っ
た
時
、
嘉
納
は
、
ア
ジ
ア
で
最
初
の

Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
と
な
り
、
終
生
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
国
際
場
裡
に
も
活
躍
の
輪
を
広
げ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
嘉
納
の
思
想
・
理
念
と
行
動
こ
そ
が
、
近
代
社
会

の
指
導
的
人
材
育
成
の
必
要
性
を
叫
ぶ
彼
の
発
言
の
根
拠
と
し
て

多
く
の
共
感
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
明
治
・
大
正
期
に
亙
り
日
本
を
襲
う
恐
慌
や
天
災
の

中
、
幾
度
と
な
く
迫
ら
れ
た
「
高
師
廃
校
」
の
荒
波
を
く
ぐ
り
抜

け
て
、
新
し
い
時
代
の
指
導
的
人
材
の
育
成
に
尽
力
し
た
嘉
納
の

シ
ル
エ
ッ
ト
が
、
力
強
く
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

《
歴
聖
大
儒
像
》
に
つ
い
て

筑
波
大
学
大
学
院
日
本
芸
術
史
研
究
室
客
員
研
究
員

中
根
恭
子
「
筑
波
大
学
所
蔵
《
歴
聖
大
儒
像
》
に
つ
い
て
」
か
ら
要
約
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嘉
納
治
五
郎
は
柔
道
創
設
の
み
な
ら
ず
、
長
距
離
走
や
水
泳
の

普
及
、
そ
し
て
１
９
３
６
年
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
、
１
９
４
０
年
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
に
東
京
を
決
定
さ
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
後
の
大
陸
で
の
戦
争
が
泥
沼
化
し
、
東
京
開
催
は
不
可
能
と

の
憶
測
が
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
広
が
る
。
そ
う
し
た
中
、
１
９
３
８
年
の
Ｉ

Ｏ
Ｃ
カ
イ
ロ
総
会
に
出
席
し
た
77
歳
の
嘉
納
が
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
政
治
な
ど
の
影
響
が
お
よ
ん
で
は
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
、

委
員
た
ち
を
説
得
し
た
。
嘉
納
が
言
う
の
だ
か
ら
大
丈
夫
、
と
の

思
い
を
も
つ
委
員
は
多
く
、
最
終
的
に
東
京
開
催
が
再
確
認
さ
れ

た
。
嘉
納
は
教
育
家
、
柔
道
家
と
し
て
信
頼
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

嘉
納
は
カ
イ
ロ
総
会
の
後
、
欧
州
と
北
米
を
回
っ
て
旧
知
の
Ｉ

Ｏ
Ｃ
委
員
に
東
京
支
持
の
礼
を
述
べ
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
氷
川

丸
に
乗
っ
て
帰
国
の
途
に
つ
く
。
横
浜
到
着
の
二
日
前
、
不
幸
に

も
船
上
で
肺
炎
の
た
め
逝
去
す
る
。
そ
の
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
紙
は
、
写
真
入
り
で
70
行
に
わ
た
っ

て
嘉
納
の
功
績
を
称
え
た
。
ま
た
、
訃
報
を
知
っ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員

た
ち
は
驚
き
と
と
も
に
次
の
よ
う
な
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。（
出
典

は
雑
誌
『
柔
道
』
一
九
三

年

月
号
）

・
ラ
ツ
ー
ル
伯
爵
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
、
ベ
ル
ギ
ー
）

「
嘉
納
氏
は
真
の
青
年
の
教
育
者
で
あ
っ
た
。
我
々
は
氏
の
想

い
出
を
永
く
座
右
の
銘
と
し
て
忘
れ
な
い
。
あ
た
か
も
兵
士
の

ご
と
く
氏
は
自
己
の
義
務
を
遂
行
し
つ
つ
逝
っ
た
。
し
か
し
氏

は
も
っ
と
永
く
生
き
て
生
涯
の
夢
で
あ
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
見
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
こ
そ
、

氏
が
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
を
今
日
の
高
き
水
準
に
引
き
上
げ
る
た

め
に
費
や
し
た
永

年
の
労
苦
に
対
す

る
報
酬
で
あ
っ

た
」

・
デ
ィ
ー
ム
（
ベ
ル

リ
ン
大
会
事
務
総

長
、
ド
イ
ツ
）

「
氏
と
は
１
９
１

３
年
以
来
の
親
し

い
知
友
で
全
く
感

嘉
納
治
五
郎
に
寄
せ
た

Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
の
尊
敬

人
間
総
合
科
学
研
究
科
教
授
）

慨
無
量
で
あ
る
。
氏
は
世
界
で
稀
に
み
る
ス
ポ
ー
ツ
教
育
の
総

合
的
人
格
者
で
あ
り
、
氏
の
逝
去
は
日
本
に
と
っ
て
ば
か
り
で

な
く
、
世
界
ス
ポ
ー
ツ
界
、
教
育
界
に
と
っ
て
痛
惜
に
堪
え
な

い
」

・
ブ
ラ
ン
デ
ー
ジ
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員

ア
メ
リ
カ
）

「
嘉
納
氏
は
立
派
な
『
サ
ム
ラ
イ
』
で
あ
り
、
典
型
的
教
育
家
で

あ
り
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
対
す
る
貢
献
は
長
く
追
憶
さ
れ
る

だ
ろ
う
」

・
ピ
エ
ト
リ
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員

フ
ラ
ン
ス
）

「
氏
は
永
年
の
私
の
親
友
で
あ
る
。
氏
は
カ
イ
ロ
総
会
で
最
大

の
難
事
と
さ
れ
て
い
た
東
京
・
札
幌
両
大
会
獲
得
の
た
め
非
常

な
過
労
を
強
い
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
独
力
で
こ
の
難
関
を
克
服
し

て
い
た
。
日
本
国
民
は
氏
の
真
摯
な
し
か
も
勇
敢
な
努
力
に
対

し
て
深
く
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

・
ア
バ
ー
デ
ア
卿
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ

委
員

イ
ギ
リ
ス
）

「
私
は
か
か
る
素
晴
ら
し
い
人
物
に
会
っ
た
喜
び
を
記
憶
か
ら

消
し
去
る
こ
と
は
し
ま
い
。
か
つ
て
当
時
七
五
、
六
歳
で
あ
っ

た
氏
が
、
わ
ず
か
一
分
足
ら
ず
の
間
に
氏
よ
り
も
ず
っ
と
年
若

い
人
を
投
げ
倒
し
、
出
席
者
一
同
、
氏
の
勇
気
と
熟
練
と
を
賞

賛
し
た
事
も
忘
れ
得
な
い
。
私
は
氏
の
遺
志
に
従
い
、
日
本
に

お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
会
を
支
え
る
事
を
最
大
の
幸
福
と

考
え
る
」

・
ク
リ
ン
ゲ
ベ
ル
グ
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
技
術
顧
問

ド
イ
ツ
）

「
今
回
の
嘉
納
氏
の
最
後
の
欧
州
訪
問
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神

に
合
致
し
た
も
の
だ
。
カ
イ
ロ
会
議
で
は
非
常
な
困
難
に
直
面

し
た
が
、
氏
は
巧
み
に
、
ま
た
自
信
を
持
っ
て
こ
れ
を
執
り
裁

き
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
招
致
を
確
実
に
し
た
。
氏
の
残
し

た
も
の
、
す
な
わ
ち
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
る
こ
と

は
氏
を
尊
敬
す
る
者
の
義
務
で
あ
る
」

・
平
沢
和
重
（
嘉
納
と
氷
川
丸
に
乗
船
し
た
外
交
官
）

「
あ
と
二
日
で
横
浜
だ
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
て
急
逝
さ
れ
た

先
生
の
今
わ
の
心
境
を
思
う
時
、
万
感
こ
も
ご
も
至
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
奇
し
き
縁
で
先
生
の
輝
か
し
き

十
年
の
生
涯
の
最

後
の
十
一
日
間
と
い
う
も
の
を
文
字
通
り
起
き
伏
し
を
共
に
し

た
私
は
、
そ
し
て
今
こ
う
し
て
御
遺
骸
の
安
置
さ
れ
た
隣
室
で

思
い
を
そ
の
走
る
ま
ま
に
し
た
た
め
て
い
る
私
は
、
心
か
ら
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
を
祈
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
」

１
９
４
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
は
、
嘉
納
に
対
す
る

Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
た
ち
の
信
頼
と
尊
敬
の
証
で
あ
っ
た
。
残
念
な
こ
と

に
嘉
納
の
逝
去
二
ヶ
月
後
に
、
東
京
市
は
大
会
を
返
上
し
た
。
嘉

納
を
尊
敬
し
て
い
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
た
ち
は
嘆
く
が
、
や
が
て
ブ
ラ

ン
デ
ー
ジ
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
に
な
り
、
１
９
６
４
年
の
東
京
開
催
を

支
持
す
る
。
彼
は
、
嘉
納
や
岸
清
一
（
日
本
体
育
協
会
第
二
代
会

長
）
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
考
え
に
触
れ
た
こ
と
で
、
日
本
で
の

開
催
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
古
く
か
ら

の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
た
ち
も
、
嘉
納
と
の
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
東

京
の
関
係
者
に
喜
ん
で
話
し
た
と
い
う
。
氷
川
丸
の
船
上
で
嘉
納

の
最
期
を
み
と
っ
た
平
沢
は
、
１
９
５
９
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の

Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
東
京
招
致
の
最
終
演
説
を
行
い
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
日
本
の
学
校
す
べ
て
で
教
え
ら
れ
て
い
る
と
国
語
の
教
科
書
を

手
に
持
っ
て
力
説
し
た
。
教
育
を
重
視
し
た
嘉
納
の
思
い
が
胸
中

に
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
ピ
エ
ト
リ
は
、

柔
道
の
１
９
６
４
年
大
会
へ
の
導
入
め
ざ
し
て
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
た
ち

を
説
得
し
、
そ
の
実
現
に
力
を
尽
く
し
た
。
日
本
人
初
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ

委
員
嘉
納
治
五
郎
は
、
か
よ
う
に
世
界
の
人
物
か
ら
尊
敬
を
集
め

て
い
た
。
そ
れ
は
日
本
の
優
れ
た
文
化
と
思
想
を
世
界
に
発
信
し
、

実
践
し
抜
い
た
教
育
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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び
教
職
教
養
科
目
は

非
常
に
充
実
し
、
著

名
な
先
生
方
か
ら
格

調
の
高
い
指
導
を
受

け
た
、
東
京
高
等
師

範
学
校
卒
業
後
に
学

ん
だ
東
京
文
理
科
大

学
に
は
最
先
端
の
研

究
・
教
育
施
設
お
よ

び
研
究
・
教
育
体
制

が
整
っ
て
い
た
、
体

本
年

２
０
１
０
年
）は
嘉
納
先
生
の
生
誕
150
周
年
に
当
た
る
。

筑
波
大
学
に
お
い
て
嘉
納
先
生
の
生
誕
150
周
年
記
念
事
業
を
行
い
、

教
育
者
と
し
て
、
国
際
人
と
し
て
、
未
来
を
見
据
え
て
行
動
し
た

嘉
納
先
生
の
考
え
や
足
跡
を
振
り
返
る
こ
と
は
、
本
学
の
進
む
べ

き
方
向
、
目
指
す
べ
き
人
材
や
そ
の
育
成
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
世

界
に
お
け
る
日
本
の
役
割
な
ど
を
考
え
る
契
機
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
教
育
、
研
究
、
国
際
交
流
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に

関
わ
る
嘉
納
先
生
の
業
績
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
嘉
納
先
生
の
レ
ガ

シ
ー
を
ど
う
受
け
継
ぐ
べ
き
か
を
考
え
て
み
た
い
。

国
際
レ
ベ
ル
の
研
究
大
学
へ

嘉
納
先
生
が
改
革
に
全
力
を
注
い
だ
東
京
高
等
師
範
学
校
、
そ

し
て
そ
れ
を
母
体
と
し
て
１
９
２
９
年
に
開
学
し
た
東
京
文
理
科

大
学
の
雰
囲
気
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

著
者
の
恩
師
で
あ
る
金
原

勇
先
生
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
、

２
０
１
０
年
3
月
逝
去
）
は
、
そ
の
著
書
「
二
十
一
世
紀
体
育
へ

の
提
言
」（
不
昧
堂
出
版
、
２
０
０
５
）
の
中
で
東
京
高
等
師
範
学

校
の
体
育
科
や
東
京
文
理
科
大
学
の
教
育
研
究
に
言
及
し
て
い
る
。

金
原
先
生
は
、
体
育
科
で
受
け
た
専
門
教
育
に
お
け
る
体
育
観
に

つ
い
て
「
嘉
納
治
五
郎
先
生
の
影
響
の
著
し
い
人
間
形
成
志
向
の

強
い
ス
ポ
ー
ツ
型
体
育
観
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
体
育

実
技
の
授
業
時
間
が
多
か
っ
た
、
現
在
の
よ
う
に
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
学
に
わ
た
っ
て
本
格
的
講
義
が
で
き
る
ほ
ど
知
見
は
蓄
積
さ
れ

て
い
な
い
た
め
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
専
門
的
講
義
が
少
な

か
っ
た
と
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
教
養
お
よ

嘉
納
先
生
の
レ
ガ
シ
ー
を

ど
う
受
け
継
ぐ
べ
き
か

体
育
専
門
学
群
長
）

育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
研
究
と
い
う
視
点
か
ら
み
て
も
大
学
院
大
学
と

い
う
風
格
を
備
え
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

嘉
納
先
生
の
影
響
の
も
と
、
高
度
な
研
究
と
教
育
が
実
践
さ
れ
、

優
れ
た
人
材
育
成
の
伝
統
が
で
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。嘉

納
先
生
は
「

高
等
師
範
学
校
の
教
授
た
る
も
の
は
、

知
識
技
能
の
上
か
ら
よ
ほ
ど
高
い
教
育
を
受
け
た
人
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
外
国
の
ま
た
は
日
本
の
大
学
、
或
い
は
そ
れ
以
外
で

も
、
と
も
か
く
相
当
の
教
育
を
う
け
実
力
を
具
え
た
る
人
を
必
要

と
す
る
」
と
い
う
信
念
の
も
と
で
、
優
秀
な
教
授
を
集
め
、
東
京

高
等
師
範
学
校
に
お
け
る
教
育
お
よ
び
研
究
の
水
準
を
高
め
る
こ

と
に
努
め
た
。
そ
し
て
、
東
京
高
等
師
範
学
校
か
ら
東
京
文
理
科

大
学
に
昇
格
さ
せ
る
基
礎
を
つ
く
り
、
深
い
学
識
を
も
っ
た
指
導

者
を
養
成
し
、
教
育
者
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
著
名
な
研
究
者
を

輩
出
す
る
基
盤
を
作
っ
た
。
筑
波
大
学
は
、
国
際
レ
ベ
ル
の
研
究

大
学
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
は
嘉
納
先
生
の
レ
ガ
シ
ー
を
引

き
継
い
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

「
精
力
善
用
・
自
他
共
栄
」
と
国
際
性

柔
術
、
剣
術
を
は
じ
め
、
日
本
の
伝
統
的
身
体
技
芸
の
世
界
に

は
、
技
芸
よ
り
も
自
己
の
精
神
や
人
格
の
陶
冶
を
第
一
と
す
る
考

え
方
が
あ
り
、
そ
の
た
め
気
持
ち
が
自
己
の
内
的
完
成
の
み
に
向

き
、
自
己
の
外
、
つ
ま
り
社
会
、
国
、
世
界
に
向
く
こ
と
が
少
な

い
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
嘉
納
先
生
は
こ
の
こ
と
を
よ
く
知

っ
て
お
り
、
日
本
の
伝
統
的
柔
術
を
基
本
に
し
た
が
、
内
に
向
く

傾
向
の
あ
る
日
本
の
修
行
精
神
を
よ
し
と
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
国
際
人
、
嘉
納
先
生
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
日
本
人
が
自

己
の
外
、
さ
ら
に
日
本
の
外
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
、「
世
界
の
共
栄
の
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
使
え
」
と
教

え
た
と
解
釈
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
嘉
納
先
生

は
、
留
学
生
を
当
初
は
私
塾
（
宏
文
学
院
）
で
受
け
入
れ
、
１
８

９
９
年
以
降
、
高
師
に
も
受
け
入
れ
た
。
100
年
以
上
前
で
あ
る
か

ら
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
は
想
像
を
絶
す
る
困
難
や
問
題
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
嘉
納
校
長
の
基
本
的
な
考
え
は
、
他
者
に

善
隣
を
尽
く
し
て
こ
そ
、
自
国
も
自
身
も
繁
栄
す
る
、
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

多
く
の
中
国
人
留
学
生
が
東
京
高
師
で
学
び
、
北
京
大
学
や
北

京
師
範
大
学
の
教
員
は
じ
め
、
中
国
の
学
術
界
や
教
育
界
に
巣
立

っ
て
い
っ
た
。
嘉
納
先
生
が
受
け
入
れ
た
留
学
生
数
は
、
宏
文
学

院
と
東
京
高
師
で
約
８
０
０
０
人
に
な
り
、
作
家
の
魯
迅
、
田
漢

や
毛
沢
東
の
師
と
な
る
教
育
者
、
楊
昌
済
も
宏
文
学
院
や
東
京
高

師
出
身
で
あ
っ
た
。

本
学
は
、
開
学
以
来
内
外
に
開
か
れ
た
大
学
を
標
榜
し
て
い
る

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
30
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
嘉
納
先
生
の

レ
ガ
シ
ー
を
引
き
継
ぐ
準
備
が
で
き
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
伝
統

教
育
家
と
し
て
の
嘉
納
先
生
は
柔
道
に
教
育
的
効
果
・
価
値
を

見
出
し
た
。「
柔
術
の
た
め
身
体
の
健
康
の
増
進
す
る
に
つ
れ
て
、

精
神
状
態
も
次
第
に
落
ち
着
い
て
き
て
、
自
生
的
精
神
の
力
が
著

し
く
強
く
な
っ
て
来
た
こ
と
を
自
覚
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
柔
術

の
勝
負
の
理
屈
が
、
幾
多
の
社
会
の
他
の
こ
と
が
ら
に
応
用
の
出

来
る
も
の
で
あ
る
の
を
感
じ
た
。

さ
ら
に
、
勝
負
の
練
習
に
附
随
す
る
知
的
練
習
は
、
何
事
に
も

応
用
し
得
る
一
種
の
貴
重
な
る
知
力
の
練
習
な
る
こ
と
を
感
ず
る

に
至
っ
た
。
も
と
よ
り
方
法
と
し
て
は
、
在
来
教
え
ら
れ
き
た
っ

た
方
法
そ
の
ま
ま
で
よ
い
と
は
思
わ
な
い
が
、
相
当
の
工
夫
を
加

う
る
に
お
い
て
は
、
武
術
と
し
て
の
ほ
か
に
、
知
育
・
体
育
・
徳

育
と
し
て
ま
こ
と
に
貴
重
な
る
も
の
の
あ
る
こ
と
を
考
う
る
に
至

っ
た
。」
と
述
べ
、
後
に
講
道
館
柔
道
を
創
設
し
、
柔
道
を
通
し
た

人
間
教
育
を
推
進
し
た
。

― ―6



ま
た
、
柔
道
、
長
距
離
走
、
水
泳
を
全
学
生
に
行
わ
せ
る
と
と

も
に
、
東
京
高
等
師
範
学
校
の
校
友
会
会
長
と
し
て
課
外
活
動
を

奨
励
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ん
だ
東
京
高

等
師
範
学
校
卒
業
生
（
体
育
科
の
み
で
は
な
く
）
が
全
国
に
赴
任

し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
全
国
に
広
め
た
。

筑
波
大
学
体
育
の
原
点
で
あ
る
体
操
伝
習
所
が
明
治
11
年

１

８
７
８
）に
設
立
さ
れ
て
か
ら
130
年
以
上
に
な
る
。
体
操
伝
習
所
、

東
京
高
等
師
範
学
校
、
東
京
教
育
大
学
そ
し
て
筑
波
大
学
と
そ
の

伝
統
は
引
き
継
が
れ
、
筑
波
大
学
体
育
は
我
が
国
の
体
育
・
ス
ポ

ー
ツ
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
人
々
の
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
考
え
方
、
さ
ら
に
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
環

境
は
徐
々
に
変
化
し
て
き
た
。
力
や
技
を
競
う
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
得
ら
れ
る
健
康
や
楽
し
さ
に
加
え
て
、

人
や
環
境
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
獲
得
、
さ
ら
に
地
域
間

や
国
家
間
の
交
流
、社
会
や
経
済
の
活
性
化
な
ど
、こ
れ
ま
で
人
々

に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
も
つ
、
計

り
知
れ
な
い
価
値
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
学
に
お
い
て
春
と
秋
に
開
催
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
は

開
学
以
来
の
伝
統
で
あ
り
、
嘉
納
先
生
の
描
い
た
理
想
に
は
遠
い

も
の
の
学
内
ス
ポ
ー
ツ
は
盛
ん
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
柔
道

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
を
全
学
生
に
行
わ
せ
、「
運

動
会
」、「
校
友
会
」
を
作
っ
て
全
学
を
挙
げ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
む
こ
と
を
奨
励
し
た
嘉
納
先
生
の
レ
ガ
シ
ー
を
自
然
に
引
き
継

い
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
教
養
の

一
つ
と
言
わ
れ
る
現
在
に
お
い
て
教
養
教
育
と
い
う
点
か
ら
も
極

め
て
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

世
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
の
大
学
へ

嘉
納
先
生
は
、
教
育
は
日
本
に
お
い
て
最
も
重
要
な
こ
と
の
一

つ
で
あ
る
と
い
う
強
い
信
念
か
ら
教
育
者
の
道
を
選
ん
だ
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
教
育
界
に
は
第
一
流
の
人
物
を
配
す
べ
き
で
、

そ
の
た
め
に
は
師
範
学
校
お
よ
び
師
範
教
育
の
水
準
は
最
高
で
あ

る
べ
き
だ
と
考
え
、
改
革
に
全
力
を
傾
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、「
教
育
者
自
身
が
教
育
の
大
事
な
る
こ
と
を
信
じ
、
教
育
を
通

し
て
国
家
社
会
に
働
い
て
こ
そ
教
育
者
の
活
動
も
有
意
義
で
あ

る
」
と
し
て
そ
の
思
い
を
「
一
世
化
育
」
の
書
に
残
し
て
い
る
。

「
精
力
善
用
・
自
他
共
栄
」
お
よ
び
「
一
世
化
育
」
は
嘉
納
先
生

の
理
念
を
最
も
よ
く
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
次
の
五
島
慶

太
（
東
急
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
創
始
者
）
の
回
想
は
、
高
遠
な
理
念
の

裏
に
嘉
納
先
生
が
不
屈
の
精
神
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
、
興
味
深
い
。

五
島
は
東
京
高
等
師
範
学
校
在
学
中
に
嘉
納
校
長
の
修
身
科
の

講
義
に
つ
い
て
「

は
じ
め
か
ら
し
ま
い
ま
で
『
な
あ
に
く

そ
ッ
』
の
一
点
張
り
で
、
ほ
か
の
こ
と
は
な
に
も
説
き
ゃ
し
な

い
。」、「
先
生
は
、
力
の
善
用
を
も
説
か
れ
て
何
事
に
も
決
し
て
ム

リ
を
強
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
ム
リ
と
ム
ダ
と
は
柔
道
で
も
も
っ
と

も
い
ま
し
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、『
な
あ
に
く
そ
ッ
』
の
闘
魂
と

は
ま
た
別
で
あ
る
。
人
生
の
妙
用
は
こ
の
二
つ
が
ぴ
っ
た
り
結
び

つ
く
と
こ
ろ
に
あ
る
と
も
い
わ
れ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
嘉
納
先
生
が
極
め
て
合
理
的
な
生
き
方
を
説
い
た
が
、
そ

の
う
ら
に
不
屈
の
精
神
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

筑
波
大
学
は
、
高
度
な
研
究
活
動
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
あ
る
い

は
高
度
な
研
究
に
従
事
し
た
教
員
が
学
生
・
大
学
院
生
と
と
も
に

学
び
な
が
ら
、
教
育
で
き
る
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
ば
し
ば
、
す
ぐ
れ
た
研
究
者
は
す
ぐ
れ
た
教
育
者
で
あ
る
と
言

わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
す
ぐ
れ
た
研
究
者
は
す
ぐ
れ
た
教
育
者
に
な

れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
教
育
者

に
な
る
に
は
嘉
納
先
生
の
説
く
化
育
の
重
要
性
を
強
く
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
筑
波
大
学
の
全
構
成
員
が
教
育
と
研
究

の
両
面
に
お
い
て
世
界
に
貢
献
す
る
と
い
う
気
概
を
持
つ
こ
と
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
、
嘉
納
先
生
が
筑
波
大
学
に
残
し
た
レ
ガ
シ
ー

を
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
新
た
な
伝
統
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

い
ま
、「
や
り
残
し
た
こ
と
も
多
々
あ
る
が
、
私
は
幸
い
に
も
世

界
に
多
少
の
貢
献
が
で
き
た
。
筑
波
大
学
は
開
学
後
37
年
に
な
る

が
、
今
は
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。
君
た
ち
は
も
っ
と
も
っ
と
精
進

し
た
ま
え
」
と
嘉
納
先
生
が
わ
れ
わ
れ
を
激
励
し
て
く
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

嘉
納

治
五
郎：

私
の
生
涯
と
柔
道
、
人
間
の
記
録
②
、

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
第
３
刷
、
２
０
０
６
。

き
り
ぶ
ち

輝：

新
装
世
界
の
伝
記
９

嘉
納
治
五
郎
、

ぎ
ょ
う
せ
い
、
新
装
第
３
版
、
２
０
０
７
。

金
原

勇：

二
十
一
世
紀
体
育
へ
の
提
言
、
不
昧
堂
出
版
、

２
０
０
５
。

嘉
納
治
五
郎
生
誕
150
周
年
記
念

事
業
委
員
会
か
ら
の
お
願
い

委
員
長

筑
波
大
学
長

山
田

信
博

文
化
勲
章
受
賞
者
で
あ
る
朝
倉
文
夫
氏
制
作
の
嘉
納
治
五
郎
先
生
の
肖
像

彫
刻
は
前
身
校
で
あ
る
東
京
高
等
師
範
学
校
、
東
京
文
理
科
大
学
、
東
京
教

育
大
学
等
の
同
窓
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
、
筑
波
大
学

に
嘉
納
治
五
郎
先
生
の
肖
像
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
同
窓
、
若
き
学
生
諸
君
、

教
職
員
に
と
っ
て
も
先
哲
と
し
て
畏
敬
す
べ
き
本
学
の
誇
り
を
、
見
え
る
形

で
学
内
外
に
示
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

嘉
納
治
五
郎
先
生
の
肖
像
設
置
の
た
め
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
東
京
高
等
師
範
学
校
、
東
京
文
理
科
大
学
、

東
京
教
育
大
学
、
そ
し
て
筑
波
大
学
の
同
窓
、
学
生
、
教
職
員
か
ら
の
募
金

や
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
の
寄
附
金
に
よ
る
の
が
最
も
望
ま

し
い
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
嘉
納
治
五
郎
生
誕
150
周

年
記
念
事
業
に
対
す
る
格
段
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
肖
像
の
除
幕
式
は
、
先
生
の
誕
生
日

新
暦
）
に
あ
た
る
２
０
１
０

年
12
月
10
日
に
行
う
予
定
で
す
。

❖
募
金
に
つ
い
て：

①
口
（
⑤

円
）
以
上

「
茗
溪
」
の
夏
号
（
１
０
６
６
号
）
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
同
封
い
た

し
ま
し
た
振
込
用
紙
を
お
使
い
い
た
だ
く
か
、
左
記
の
郵
便
振
替
あ
る
い
は

筑
波
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
画
面
（h

ttp
s: //

fu
tu
re
sh
ip
.se
c
.tsu

k
u
b
a
.a
c
.jp
/in
d
e
x
.htm

l

）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

口
座
記
号
番
号

①

－

③－

⑦

⑦
⑨

③

加
入
者
名：

国
立
大
学
法
人

筑
波
大
学

注：

通
信
欄
に
は
、
「
嘉
納
記
念
事
業
」
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

な
お
、
募
金
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
お
名
前
を
パ
ネ
ル
に
刻
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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万延元年(1860) 嘉納治五郎、兵庫県御影村に生まれる

明治２年(1869) 嘉納の母、病没す

３年(1870) 嘉納、父とともに上京し、漢学、書、

語学を学び始める

５年(1872) わが国初の官立教員養成機関として東

京・お茶の水（湯島聖堂、旧昌平坂学

問所跡）に師範学校設置。

茗渓創基。

学制を制定（学区制、義務教育制）

６年(1873) 仙台、大阪両師範学校設置に伴い東京

師範学校と改称

８年(1875) 嘉納、官立開成学校入学、フエノロサ

に師事

10年(1877) 官立開成学校は東京大学となり、嘉納、

文学部第一年に編入

柔術を学び始める

11年(1878) 体操伝習所開設

14年(1881) 嘉納、東京大学文学部政治学及び理財

学を卒業し、道義学及び審美学の選科

入学（翌年卒業）

15年(1882) 講道館設立

茗渓会創設

16年(1883) 東京茗渓会雑誌第一号発行

18年(1885) 東京女子師範学校を吸収合併、女子部

が発足

18年(1885) 体操伝習所が東京師範学校付属体育伝

習所となる

19年(1886) 師範学校令、小学校令、中学校令公布

付属体操伝習所を廃止、体育専修科を

設置

東京師範学校を母体に高等師範学校創

設

23年(1890) 女子部が女子高等師範学校として独立

（茗溪会員のうち女子部が分離桜蔭会

を創設）

26年(1893) 嘉納治五郎（32歳）が高等師範学校長

に就任（第一期～1897年まで）

27年(1896) 日清戦争始まる

29年(1898) 高師に学生スポーツの奨励めざして

「運動会」を設置

嘉納、清国からの留学生を引き受け始

める

30年(1897) 嘉納、再度、高等師範学校長に就任（第

二期～1898年まで）

32年(1899) 東京・駒場の東京帝国大学農科学校（の

ちの農学部）内に農業教員養成所設置

34年(1901) 嘉納三度目の高等師範学校長に就任

（第三期～1920年まで）

嘉納、高師の「運動会」を「校友会」

に改める

35年(1902) 広島高等師範学校設立に伴い東京高等

師範学校に改称

35～36年 財政緊縮 行政整理のため高師廃止論

が台頭

36年(1903) 湯島から大塚にキャンパスを移転

37年(1904) 日露戦争始まる

40年(1907) 外國人特別入学規定細則を定める

清国からの留学生急増

嘉納、東京高等師範学校における孔子

祭典を復活させる

42年(1909) 嘉納、アジア初の IOC委員に就任（48

歳～終身）

44年(1911) 嘉納、大日本体育協会を設立して初代

会長に就任（50歳～1921まで）

45年(1912) 嘉納、第五回オリンピックストックホ

ルム大会に日本代表団長として参加

（51歳）

大正４年(1915) 第一回全国中等学校野球大会開催

東京高師に体育科設置

７年(1918) 大学令（単科大学、公私立大学認可)高

等学校令

11年(1922) 臨時教員養成所創設(昭和23年まで)

嘉納、講道館文化会を設立し「精力善

用・自他共栄」の考えを発表

12年(1923) 関東大震災

昭和４年(1929) 東京文理科大学創設 東京高師を附設

８年(1933) 大塚キャンパス前に茗渓会館開館

12年(1937) 東京帝国大学附属農業教員養成所廃止

東京農業教育専門学校を創設

日中戦争始まる

13年(1938) 嘉納治五郎、肺炎のため逝去(77歳)

15年(1940) 傷痍軍人中等教員養成所創設（昭和19

年まで)

16年(1941) 東京・幡ケ谷に東京高等体育学校を創

設

19年(1944) 東京高等体育学校が東京体育専門学校

となる

20年(1945) 特設中等教員養成所創設（昭和23年ま

で)

太平洋戦争終わる

21年(1946) アメリカ教育使節団報告書発表

22年(1947) 新学制改革による学校令の制定

24年(1949) 東京文理科大学、東京高等師範学校

東京農業教育専門学校、東京体育専門

学校を合併して東京教育大学を創設

48年(1973) 茨城・筑波地区に筑波大学開学

53年(1978) 東京教育大学閉学 各附属学校が筑波

大学へ移管

平成７年(1995) 阪神淡路大震災

東京・大塚の茗渓会館敷地内に新・茗

渓会館建設 開館

14年(2002) 茗渓創基百三十周年

茗渓会顕彰事業を始める

図書館情報大学・筑波大学統合

15年(2003) 筑波大学開学三十周年

16年(2004) 筑波大学が国立大学法人になる

22年(2010) 嘉納治五郎生誕百五十周年

23年(2011) 日本体育協会創立百周年

24年(2012) 講道館創立百三十周年
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佐
野
常
民
の
功
績
に
感
銘
し
た
地
元

の
若
者
た
ち
が
、
記
念
館
の
展
示
の

ガ
イ
ド
役
を
引
き
受
け
て
成
果
を
上

げ
て
い
る
と
い
う
活
動
を
取
り
上
げ

た
こ
と
は
、
た
と
え
社
会
的
に
は
広

く
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
活
動
で
な

く
と
も
、
長
年
に
わ
た
り
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
い
て
、
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
社
会
貢
献

活
動
を
取
り
上
げ
て
い
こ
う
、
と
く

に
、
青
少
年
の
活
動
を
大
切
に
し
て

掘
り
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
茗
渓
会

の
顕
彰
事
業
の
方
向
性
を
決
定
づ
け

る
も
の
と
な
っ
た
。

「
混
沌
と
し
た
世
相
の
下
で
、
社

会
貢
献
活
動
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
青

少
年
の
方
々
の
う
ち
、
個
人
あ
る
い

は
団
体
に
つ
い
て
、
世
の
中
を
照
ら

ぢろ(囲炉裏)を囲んで子どもたちに語り(鹿児島)

年 治 年平成 明

顕彰茗渓会

会社 献活動貢
ひ く来を ら未

特集
茗
渓
会
で
は
、
２
０
０
２
年

平
成
14
）か
ら
茗
渓
創
基
130
周
年

を
記
念
し
て
顕
彰
事
業
を
始
め
た
。
今
年
で
９
回
目
を
数
え
る
。

そ
の
間
、
顕
彰
事
業
の
あ
り
方
は
、
そ
の
対
象
や
内
容
に
つ
い
て
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
定
ま
っ
て
い
っ
た
。

当
初
は
、
顕
彰
対
象
と
し
て
は
、「
人
材
育
成
功
労
者
」
と
「
青

少
年
社
会
貢
献
功
労
者
」
の
二
つ
の
部
門
を
設
け
て
ス
タ
ー
ト
し

た
が
、
４
〜
５
回
目
頃
か
ら
は
、「
社
会
貢
献
活
動
」
に
一
本
化
し

て
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

青
少
年
の
社
会
貢
献
活
動
を
最
初
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
第
１

回
目
の
顕
彰
で
、
山
形
県
西
川
町
の
中
・
高
校
生
た
ち
が
20
年
以

上
に
わ
た
っ
て
受
け
継
い
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
く

れ
よ
ん
」
や
、
栃
木
県
の
工
業
高
校
生
が
中
古
の
車
椅
子
を
修
理

し
て
東
南
ア
ジ
ア
へ
贈
る
「
空
飛
ぶ
車
椅
子
」
の
活
動
な
ど
４
件

だ
っ
た
。

そ
れ
が
、
第
４
回
目
の
顕
彰
で
は
７
件
に
増
加
し
、
山
形
県
楯

岡
地
区
の
「
浅
草
寺
の
大
草
鞋
」
や
、
福
岡
県
柳
川
の
観
光
舟
の

船
頭
さ
ん
ご
夫
妻
に
よ
る
菖
蒲
園
づ
く
り
、
佐
賀
県
佐
野
常
民
記

念
館
に
お
け
る
小
中
高
校
生
に
よ
る
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

を
取
り
上
げ
た
。
と
く
に
、「
日
本
赤
十
字
の
生
み
の
親
」
で
あ
る

す
光
と
し
て
そ
の
活
動
を
讃
え
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

広
く
世
に
ご
紹
介
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
第
１
回
目
の
顕
彰
式
で

の
鵜
川
昇
理
事
長
（
当
時
）
の
言
葉
が
こ
こ
に
き
て
全
面
的
に
実

現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
鵜
川
理
事
長
が
、「
川
の
石
を
一
枚
ず
つ

は
が
し
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
よ
う
な
活
動
を
発
掘
し
、
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
こ
う
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
も
印

象
的
だ
っ
た
。

こ
の
方
向
性
は
現
在
ま
で
続
い
て
お
り
、「
私
ど
も
の
顕
彰
事
業

も
、
社
会
貢
献
活
動
へ
の
働
き
か
け
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
て
き
た

か
と
思
い
ま
す
。
社
会
貢
献
が
生
活
の
周
辺
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
で
、

地
域
社
会
の
質
そ
の
も
の
が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
」

と
述
べ
た
第
８
回
顕
彰
式
で
の
西
野
虎
之
介
理
事
長
の
言
葉
は
、

こ
の
事
業
の
積
極
性
を
表
現
し
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
顕
彰
で
と
り
あ
げ
て
き
た
事
例
を
も
う
一
度
振
り

返
り
、
各
地
で
活
動
に
関
わ
っ
た
方
々
を
取
材
し
、
社
会
貢
献
活

動
へ
の
意
見
や
お
気
持
ち
を
伺
い
な
が
ら
、
茗
渓
会
は
、「
い
ま
、

な
ぜ
社
会
貢
献
活
動
を
顕
彰
す
る
の
か
」
そ
の
意
味
を
、
こ
こ
で

改
め
て
問
い
直
す
こ
と
と
し
た
い
。

地
球
規
模
で
の
環
境
変
化
に
対
し
て
、
そ
の
保
全
に
取
り
組
む

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
顕
彰
で
取
り
上
げ
た
中
で
も
、
愛
知
県

の
表
浜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
や
北
海
道
静
内
農

業
高
校
生
徒
の
桜
並
木
保
全
活
動
な
ど
が
あ
る
が
、
愛
媛
県
の
北

岡
杉
雄
さ
ん
の
「
タ
ー
ナ
ー
島
の
松
」
を
再
生
さ
せ
た
20
年
に
わ

た
る
活
動
は
、
環
境
保
全
の
た
め
の
個
人
の
努
力
と
い
う
点
で
、

印
象
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

愛
媛
県
松
山
市
高
浜
港

沖
合
500
㍍
に
あ
る
四
十
島

を
、
地
元
の
人
々
は
『
タ

ー
ナ
ー
島
』
と
呼
ん
で
い

る
。
北
岡
さ
ん
は
、
こ
の

島
に
自
生
し
て
い
た
松
の

再
生
に
永
年
に
わ
た
り
取

り
組
ん
で
来
ら
れ
た
。

タ
ー
ナ
ー
島
と
呼
ば
れ

た
の
は
、
夏
目
漱
石
が

『
坊
ち
ゃ
ん
』
の
中
で
、
島

に
自
生
し
て
い
た
松
の
姿

が
素
晴
ら
し
く
、「
ま
る

で
タ
ー
ナ
ー
の
絵
の
よ
う

だ
」
と
書
い
た
こ
と
に
よ

る
（
写
真
右

明
治
35
年
）。

と
こ
ろ
が
こ
の
島
の
松
が

昭
和
50
年
代
に
な
っ
て
松

食
い
虫
の
被
害
を
受
け
、

全
滅
。
島
は
た
だ
の
丸
裸

の
岩
礁
に
な
っ
た
。
当
時
、

愛
媛
県
や
松
山
市
も
有
識

者
等
を
総
動
員
し
松
の
再

生
に
取
り
組
ん
だ
そ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
岩
礁
に

お
け
る
松
の
再
生
は
不
可
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能
と
い
う
結
論
に
達
し
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
決
定
に
疑
問
を
持
っ
た
人
が
い
た
。
当
時
高
浜
小
学
校
の

理
科
担
当
教
員
の
北
岡
杉
男
さ
ん
で
あ
る
。
全
く
の
孤
立
無
援
と

い
う
状
況
の
中
、
タ
ー
ナ
ー
島
の
松
の
再
生
に
取
り
組
ん
だ
。
度

重
な
る
台
風
の
被
害
、
岩
礁
の
崩
落
等
自
然
災
害
を
受
け
続
け
る

中
、
お
よ
そ
20
年
に
も
及
ぶ
試
行
錯
誤
の
連
続
の
結
果
、
遂
に
松

の
再
生
に
成
功
し
た
。
現
在
で
は
二
世
の
島
生
ま
れ
の
松
の
生
長

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。（
写
真
左

平
成
21
年
）

北
岡
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

「
誰
に
頼
ま
れ
た
訳
で
も
な
い
。
ど
こ
か
ら
も
財
政
的
な
支
援

も
な
い
。
島
に
渡
る
に
は
漁
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
教
員
の
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
思
う
に
任
せ
な
い
中
、
二
度

ほ
ど
や
む
を
得
ず
泳
い
で
島
に
渡
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
県
の
有

識
者
で
あ
る
農
学
博
士
の
否
定
的
な
見
解
に
対
し
〞
松
の
こ
と
は

松
に
聞
き
ま
し
ょ
う
〝
と
大
論
争
を
展
開
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ

以
上
、
途
中
で
辞
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
苦
労
の
連
続

の
二
十
年
で
し
た
。」

タ
ー
ナ
ー
島
の
松
再
生
の
成
功
に
よ
り
、
瀬
戸
内
海
を
は
じ
め
、

遠
く
は
富
山
湾
内
の
島
な
ど
幾
つ
か
の
島
々
に
お
い
て
、
松
の
再

生
活
動
に
対
す
る
気
運
を
喚
起
し
、
そ
の
た
め
の
指
導
、
助
言
を

続
け
た
。

現
在
、
氏
の
永
年
の
努
力
の
成
果
を
受
け
、
四
十
島
を
地
域
資

源
と
し
て
活
用
し
た
い
と
い
う
松
山
市
か
ら
の
申
請
が
認
め
ら
れ
、

県
か
ら
市
に
無
償
譲
与
さ
れ
た
。
そ
の
譲
与
式
典
に
は
北
岡
氏
夫

妻
は
主
賓
扱
い
で
招
待
さ
れ
た
。
島
の
松
の
保
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
北
岡
さ
ん
の
助
言
を
も
と
に
松
山
市
が
主
体
と
な
っ
て
対
応

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

顕
彰
の
翌
年
、
北
岡
さ
ん
は
、
茗
渓
会
愛
媛
支
部
主
催
の
文
化

講
演
会
に
お
い
て
『
タ
ー
ナ
ー
島
の
松

再
生
』
を
テ
ー
マ
に
講

演
さ
れ
、
会
員
以
外
の
参
加
者
も
含
め
、
改
め
て
地
元
の
人
々
に

大
き
な
感
銘
を
与
え
た
。
ま
た
、
宇
和
島
市
の
高
齢
者
大
学
、
地

域
の
小
中
学
校
、
さ
ら
に
は
広
島
大
学
等
に
お
い
て
、
講
演
、
環

境
保
全
活
動
を
精
力
的
に
続
け
て
お
ら
れ
る
。

な
お
、
四
十
島
は
名
勝
地
の
う
ち
「
再
現
す
る
こ
と
が
容
易
で

な
い
も
の
」
の
基
準
を
満
た
す
と
判
断
さ
れ
、
国
の
文
化
審
議
会

か
ら
中
・
四
国
地
方
初
の
「
登
録
記
念
物
」
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。

伝
統
的
な
技
能
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
に
、
地
域
で
積
極

的
に
伝
承
活
動
を
し
て
い
る
人
が
い
る
。

茨
城
県
の
矢
野
洋
一
さ
ん
（
第
６
回
顕
彰
）
は
、
本
業
の
竹
細

工
職
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
技
術
に
、
自
ら
の
創

意
、
工
夫
を
加
え
美
術
工
芸
作
品
の
制
作
に
も
心
血
を
注
い
で
い

る
。
昭
和
61
年
伝
統
工
芸
新
作
展
に
初
入
選
以
来
、
茨
城
県
芸
術

祭
に
お
い
て
は
最
優
秀
賞
を
受
賞
（
昭
和
63
年
）
す
る
な
ど
、
日

本
伝
統
工
芸
技
術
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
。
そ
の
緻

密
、
繊
細
な
技
法
を
駆
使
し
た
『
網あ
代じろ
華はな
監かご
』
な
ど
の
芸
術
作
品

は
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
重
要
文
化
財
竹
工
芸
部
門
伝
承
者
と

し
て
の
研
究
に
も
と
り
く
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
実
績
を
も
つ
矢
野
さ
ん
は
、
地
元
の
茨
城
県
桜
川
市

に
お
い
て
は
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
要
請
を
受
け
、
地
域
の
高

齢
者
を
対
象
と
す
る
竹
細
工
教
室
講
師
を
十
余
年
に
わ
た
り
担
当

し
て
い
る
。
受
講
生
の
中
か
ら
は
、
茨
城
県
芸

術
祭
に
氏
の
指
導
を
受
け
た
作
品
を
出
品
し
優

秀
賞
を
受
賞
す
る
人
も
出
た
。
こ
の
よ
う
な
活

動
実
績
は
地
域
の
高
齢
者
に
新
た
な
活
力
と
生

き
甲
斐
を
見
い
だ
さ
せ
て
お
り
、
月
２
回
の
竹

細
工
教
室
は
し
っ
か
り
と
地
域
の
支
持
を
受
け

定
着
し
た
。
現
役
の
工
業
高
校
の
教
員
も
特
に

参
加
を
認
め
ら
れ
、
伝
統
工
芸
技
術
を
次
世
代

へ
橋
渡
し
し
よ
う
と
す
る
機
運
も
芽
生
え
て
き

た
。ま

た
、
矢
野
さ
ん
の
活
動
の
情
報
を
得
た
行

李
作
り
の
職
に
就
い
て
い
る
青
年
が
、
更
に
技

術
向
上
を
目
指
し
、
漆
塗
り
の
指
導
等
を
受
け

に
来
て
い
る
。
そ
の
他
、
茗
渓
学
園
出
身
者
２

名
を
含
め
た
３
人
が
毎
月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
、

よ
り
高
度
の
技
術
を
身
に
つ
け
よ
う
と
氏
の
自

宅
に
お
い
て
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
若

い
世
代
の
人
々
の
中
に
も
伝
統
技
術
の
伝
承
を
志
す
気
運
が
出
て

き
て
い
る
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
年
、
各
地
の
竹
薮
荒
廃
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

作
品
の
素
材
と
な
る
良
質
の
竹
材
を
確
保
す
る
面
か
ら
も
、
自
ら

周
囲
に
も
呼
び
か
け
地
元
の
竹
林
を
整
備
す
る
な
ど
、
里
山
保
全

に
も
尽
力
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
地
域
の
環
境
保
全
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
第
５
回
顕
彰
の
石
川
県
の
加
門
進
さ
ん
は
、
指
物
師

と
し
て
木
工
建
具
「
組
子
工
芸
」
の
技
術
を
伝
え
る
た
め
に
、
県

内
の
職
業
訓
練
所
や
職
人
大
学
校
な
ど
で
講
師
を
務
め
る
一
方
、

内
弟
子
を
と
っ
て
伝
統
を
守
る
後
継
者
を
育
て
て
い
る
。
弟
子
に

は
「
折
り
目
正
し
い
生
き
方
」
を
す
る
中
で
こ
そ
技
能
は
修
得
さ

れ
る
こ
と
を
説
く
。

地
域
に
伝
わ
る
昔
話
や
民
話
、
方
言
や
遊
び
を
伝
承
し
て
い
こ

う
と
い
う
活
動
で
は
、
鹿
児
島
県
の
「
破
魔
投
げ
」
保
存
活
動
（
第

５
回
顕
彰
）
や
、
相
模
人
形
芝
居
の
継
承
（
第
６
回
）
な
ど
を
取

り
上
げ
た
が
、
廃
れ
ゆ
く
山
里
の
暮

ら
し
や
昔
話
の
伝
承
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
倉
冨
良
枝
さ
ん
（
第
５
回
）
と
、

種
子
島
の
「
ぢ
ろ
（
囲
炉
裏
）
の
会
」

（
第
７
回
）
の
活
動
を
尋
ね
た
。

ま
ず
「
ぢ
ろ
の
会
」
副
会
長
の
下

村
タ
ミ
子
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
を
紹

介
す
る
。

「
一
昨
年
、
顕
彰
い
た
だ
き
ま
し

た
種
子
島
の
語
り
部
「
ぢ
ろ
（
囲
炉

裏
）
の
会
」
の
活
動
に
つ
い
て
述
べ

て
み
ま
す
。

会
の
発
足
は
２
０
０
７
年
の
９
月

で
会
員
は
女
性
ば
か
り
の
４
名
で
す
。

種
子
島
に
は
沢
山
の
民
話
、
芸
能
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
民
話
も
核
家
族

と
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
等
に
独
占
さ
れ
て
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
方
言
も
同
じ
運
命
に
あ
り
ま
す
。
む
か
し
、
囲
炉
裏
を
囲
ん

で
祖
父
母
や
父
、
母
が
語
っ
て
く
れ
た
民
話
を
島
の
方
言
で
伝
え
、



倉冨さんの特別授業と子どもたち

下北沢の落書き消し隊

毎年10月になると小学校から電話があります。そ

れは４年生の郷土学習の一環として、鹿野の郷土開

発に貢献された岩崎想左衛門重友の偉業を子供達に

話して欲しいという依頼です。岩崎想左衛門は今か

ら350年余り前、鹿野の高台にある漢陽寺の裏山を３

年の歳月をかけて用水の隧道を掘り、鹿野台地を豊

かな耕地に開発された郷土の大功労者です。その隧

道は「潮音洞」と称して、平成名水百選の一つにも

なっています。

私が子供達に話してあげることは、業績のすばら

しさだけでなく、昔の測量の仕方、掘削の道具とそ

の方法や工夫などです。昔の人が岩場を掘った道具

の「のみ」と「鎚」の実物を持参して子供達に持た

せてみると、より実感を持って大変さが理解できた

ようでした。

洞窟の灯りには菜種油を木綿糸を束にした灯心に

染みこませて燃やしたことや、鎚は鉄製で玄翁とい

っていたこと。玄翁鎚の由来となった玄翁和尚の伝

説を話すと子供達の目は輝いて、そのまぶしさを肌

で感じました。

しばらくして学校からお便りが届きました。『おば

あちゃん先生へ』、うれしいお便りです。

(倉冨 良枝)

4年生の子どもたちの感想文から。
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残
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
こ
の
「
ぢ
ろ
の
会
」
を
立
ち

上
げ
た
の
で
す
。

毎
月
一
回
の
活
動
に
な
り
ま
す
が
、
一
年
目
は
試
み
と
し
て
の

語
る
会
を
種
子
島
博
物
館
の
囲
炉
裏
の
間
で
子
ど
も
達
と
大
人
を

対
象
に
行
い
ま
し
た
。
二
年
目
は
文
化
庁
の
助
成
金
を
受
け
、「
伝

統
文
化
子
ど
も
教
室
」
を
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
が
語
る
民
話
の

発
表
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
三
年
目
の
今
年
は
場
所
を
赤
尾
木
城

文
化
伝
承
館
「
月
窓
亭
」
に
移
し
、
島
の
年
中
行
事
を
再
現
し
な

が
ら
、
毎
月
の
語
り
の
テ
ー
マ
に
添
っ
て
民
話
を
選
び
、
語
る
よ

う
に
し
た
子
ど
も
教
室
を
計
画
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

毎
回
子
ど
も
達
は
、
大
人
も
含
め
て
十
五
、

六
人
で
す
が
、
三
年
間
欠
か
さ
ず
出
席
す
る
子
も
い
て
、
自
分
の

好
き
な
話
し
を
語
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
教
室
で
は
、
種
子
島
に
残
る
「
申
す
こ
と
ば
」
を
大
切
に

し
た
い
と
、
始
め
の
挨
拶
は「
今
日
は
め
っ
か
り
申
さ
ん
」、
終
わ

り
は
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
り
申
し
た
」を
必
ず
使
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
今
で
は
自
宅
で
も
よ
く
こ
の
挨
拶
を
使
う
子
も
い
る
よ

う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
私
達
は
、
笑
顔
で
参
加
し
て
く
れ
る
子
ど
も
達
と

触
れ
合
い
、
毎
回
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
先
も
、
私
達
の
活
動
が
少
し
で
も
浸
透

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
な
が
ら
、
地
道
に

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

地
域
の
昔
話
を
た
く
さ
ん
採
集
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
語
り
伝
え
よ
う
と
い
う
活
動
を
続
け

て
い
る
山
口
県
の
倉
冨
良
枝
さ
ん
（
第
５
回
顕

彰
）
は
元
小
学
校
教
諭
だ
。
い
ま
、
地
域
の
小

学
校
に
毎
年
呼
ば
れ
て
昔
の
話
を
す
る
が
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
先
生
」
と

慕
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
子
た
ち
の
両
親
も
、
さ

ら
に
そ
の
親
た
ち
も
、
倉
冨
さ
ん
の
教
え
子
な

生
」
な
の
だ
。
そ
の
倉
冨
さ
ん
の
学
校
で
の
お
話
を
紹
介
す
る（
別

掲
）。な

お
、
倉
冨
さ
ん
は
昔
話
を
地
元
の
広
報
紙
に
連
載
し
て
、
一

冊
の
本
に
も
な
っ
た
。
そ
の
中
の
鬼
の
話
が
11
月
に
岡
山
県
総
社

市
で
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
「
民
話
の
祭
典
」
で
紙
芝
居
と
し

て
演
じ
ら
れ
る
。「
そ
の
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
と
と
も
に
、
私

に
は
、
語
り
継
ぎ
書
き
残
す
大
事
な
お
役
目
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
そ

う
」
と
述
べ
て
い
る
。

東
京
の
下
北
沢
駅
は
、
一
日
の
乗
降
客
が
14
万
人
あ
り
、
う
ち

８
万
人
は
外
部
か
ら
来
る
人
だ
と
い
う
。
そ
の
下
北
沢
の
街
で

「
落
書
き
消
し
隊
」
の
活
動
（
第
８
回
の
顕
彰
）
を
続
け
て
い
る
下

北
沢
南
口
商
店
会
理
事
長
の
吉
田
圀
吉
さ
ん
と
副
理
事
長
の
林
大

輔
さ
ん
を
、
商
店
会
事
務
所
に
訪
ね
た
。

事
務
所
に
は
本
会
か
ら
の
顕
彰
状
を
は
じ
め
、
警
視
庁
・
北
澤

警
察
署
な
ど
多
く
の
賞
状
が
飾
額
さ
れ
て
い
た
。
吉
田
さ
ん
が
下

北
沢
で
は
10
年
前
か
ら
始
め
た
、
お
そ
ら
く
我
が
国
で
最
初
に
取

り
組
ん
だ
「
落
書
き
消
し
」
活
動
だ
。

「
大
勢
の
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
は
ど
う

し
て
も
治
安
の
悪
化
を
招
き
や
す
い
。

自
分
た
ち
の
大
切
な
街
の
防
犯
の
た
め

に
落
書
き
や
ポ
イ
捨
て
を
放
置
し
て
い

る
と
、
万
引
き
、
ひ
っ
た
く
り
、
恐
喝
、

薬
物
販
売
、
傷
害
事
件
な
ど
凶
悪
犯
罪

に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
き
や
す
い
の

で
、
落
書
き
消
し
、
ポ
イ
捨
て
防
止
を

重
視
し
た
」
と
話
し
て
い
る
。

「
落
書
き
消
し
」
活
動
で
大
切
な
こ

と
は
、
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
。
同
じ
と

こ
ろ
に
書
か
れ
た
も
の
を
、
そ
の
た
び

に
消
す
と
四
回
目
に
は
書
く
ほ
う
が
諦

め
て
書
か
な
く
な
る
と
の
こ
と
。
そ
の

た
め
に
も
継
続
的
な
活
動
が
大
事
だ
そ

う
で
あ
る
。

の
だ
か
ら
、
ほ
ん
と
う
の
意

味
で
の
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
先



精
神
障
害
者
に
就
労
を
す
す
め
る
こ
の
会
社
の
活
動
を
支
え
て

い
く
た
め
に
、
一
方
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ス
ト
ロ
ー
ク
会
」
が
あ
る
。

理
事
長
は
堂
本
暁
子
さ
ん
で
金
子
さ
ん
は
副
理
事
長
。
会
は
、「
障

害
を
持
つ
人
々
に
対
す
る
地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
」
を
め
ざ
し
、

あ
わ
せ
て
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
啓
発
」
を
図
る
と
い
う
目
的

で
あ
る
。
就
労
実
態
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
や
、
障
害
者
ど
う
し
の
日
曜

サ
ロ
ン
、
障
害
者
の
家
族
の
集
い
な
ど
を
企
画
実
施
し
て
い
る
。

「働くこと」をテーマに当事者、家族、雇用主などとの
意見交換会で話す金子さん
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こ
の
街
に
点
在
す
る
劇
場
に
集
ま
る
劇
団
員
や
大
学
生
な
ど
若

者
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
、
毎
月
第
三
火
曜
日
の
午
前
中
を
活

動
日
と
し
て
い
る
。
活
動
は
、
あ
く
ま
で
民
間
人
主
体
で
な
く
て

は
続
か
な
い
と
い
う
。
下
北
沢
で
も
、
南
口
商
店
街
（
250
店
舗
参

加
）以
外
の
３
つ
の
商
店
街
で
も
、
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
今

は
休
止
し
て
い
る
。
そ
れ
は
区
役
所
や
警
察
が
主
体
に
な
っ
て
活

動
し
た
た
め
で
担
当
者
が
変
わ
る
と
続
か
な
く
な
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
商
店
街
の
人
が
主
体
に
な
っ
て
活
動

を
続
け
て
い
る
か
ら
長
続
き
す
る
の
で
は
な
い
か
と
説
明
し
て
く

れ
た
。

ま
た
、
活
動
が
長
続
き
す
る
た
め
に
、「
商
店
街
だ
よ
り
」
と
い

う
組
合
内
部
の
機
関
紙
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
８
ペ
ー
ジ
）
を
時
折
発
行

し
て
「
落
書
き
消
し
活
動
」
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。
活
動

が
経
済
的
に
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
消
す
た
め
の
水
性
ペ
ン

キ
や
道
具
は
区
役
所
か
ら
の
提
供
を
受
け
て
い
る
。「
落
書
き
消
し

活
動
」
に
参
加
し
て
く
れ
る
外
部
の
人
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
音

楽
、
演
劇
、
美
術
作
品
の
展
示
の
場
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
、
連

帯
感
を
も
っ
て
接
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
下
北
沢
の
「
落
書
き
消
し

活
動
」
が
成
功
を
収
め
て
い
る
の
だ
と
実
感
さ
れ
る
。

障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
す
活
動
な
ど
、
社
会
福
祉
に
貢
献
す

る
活
動
は
、
献
身
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
負
う
と
こ
ろ
が
多

い
。
茗
渓
会
が
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
活
動
は
次
の
よ
う
に
多
数

に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

第
５
回
顕
彰
の
上
條
貴
子
さ
ん
は
、
ボ
リ
ビ
ア
に
障
害
児
対
象

の
教
室
を
開
設
し
、
現
地
の
教
育
省
に
働
き
か
け
公
立
の
養
護
学

校
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
。
茨
城
県
の
土
浦
朗
読
の
会
（
第
７
回
）

は
、
視
覚
障
害
者
の
た
め
に
音
声
訳
講
習
会
や
録
音
図
書
、
声
の

広
報
な
ど
を
発
行
し
て
い
る
。
高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
虹
の
仲

間
・
手
作
り
工
房
（
第
８
回
）
の
活
動
は
高
齢
者
や
障
害
者
が
手

仕
事
を
通
じ
て
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
も
た
せ
よ
う
と
す
る
活
動

だ
。
留
学
生
の
た
め
に
携
帯
電
話
で
通
訳
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い

る
愛
伝
舎
の
活
動（
第
８
回
）、
絵
本
づ
く
り
に
献
身
し
て
い
る
壁

谷
芙
蓉
さ
ん
（
第
６
回
）
の
活
動
も
あ
る
。
埼
玉
県
の
臍
帯
血
バ

ン
ク
を
支
え
る
会
・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
川
越
（
第
７
回
）
の
女
性

た
ち
は
、
臍
帯
血
の
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
日
大
板
橋
病
院
へ
搬

送
す
る
活
動
を
毎
日
続
け
て
い
る
。

障
害
者
自
身
に
よ
る
福
祉
活
動
と
し
て
は
、
笠
羽
明
美
さ
ん
ご

一
家
に
よ
る
「
ほ
の
ぼ
の
寄
席
」（
第
８
回
）
が
あ
る
。
地
域
の
お

年
寄
り
の
集
ま
り
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
作
業
所
の
新
年
会
な
ど
福

祉
施
設
を
中
心
に
「
公
演
」
を
続
け
て
い
る
。
事
故
で
片
足
を
失

っ
た
鈴
木
徹
さ
ん
（
第
７
回
）
が
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
走
り
高

跳
び
で
活
躍
し
た
こ
と
は
社
会
に
勇
気
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

供
す
る
会
社
を
設
立
し
て
障
害
者
の
社
会
参
加
に
貢
献
し
て
い
る

の
が
金
子
鮎
子
さ
ん
（
第
５
回
）
だ
。
金
子
さ
ん
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
カ
メ
ラ
マ
ン
（
女
性
第
１
号
）
在
職
当
時
か
ら
、
精
神
障
害
者

や
そ
の
家
族
と
の
交
流
を
重
ね
る
な
か
で
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る

環
境
の
厳
し
さ
を
知
る
よ
う
に
な
り
、
退
職
後
会
社
を
設
立
し
た
。

東
京
・
高
田
馬
場
に
事
務
所
を
構
え
る
金
子
さ
ん
の
会
社
「
ス

ト
ロ
ー
ク
」
を
訪
ね
て
お
話
を
伺
っ
た
。
金
子
さ
ん
は
言
う
。

「
確
か
に
精
神
障
害
者
に
は
ハ
ン
デ
ィ
は
あ
り
ま
す
が
、潜
在
的

社
会
福
祉
の
た
め
の
活

動
の
中
で
も
、
障
害
者
の

社
会
参
加
と
就
労
の
場
を

確
保
し
よ
う
と
い
う
、
よ

り
積
極
的
な
活
動
を
展
開

し
て
い
る
人
々
が
い
る
。

第
３
回
顕
彰
で
取
り
上
げ

た
茨
城
県
の
佐
藤
敬
信
さ

ん
は
、
定
年
を
前
に
高
校

教
諭
を
退
職
し
、
障
害
者

の
た
め
の
授
産
施
設
「
あ

す
な
ろ
学
園
」
を
創
設
、

ま
た
結
城
紬
や
パ
ン
工
房

な
ど
の
作
業
所
を
設
立
し
、

彼
ら
の
自
立
に
尽
く
し
た
。

パ
ン
工
房
は
い
ま
地
元
で

人
気
を
集
め
て
い
る
。

ま
た
、
退
職
後
私
財
を

投
じ
て
就
労
の
機
会
を
提

な
能
力
も
あ
り
、
そ
れ
を
引
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
と
し

て
生
き
て
い
く
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

金
子
さ
ん
は
、
障
害
者
と
と
も
に
働
く
場
と
し
て
会
社
を
立
ち

上
げ
た
の
だ
っ
た
。
ビ
ル
の
清
掃
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
発
送

作
業
を
請
け
負
う
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
。
こ
の
会
社
設
立
に

当
た
っ
て
、
社
会
福
祉
法
人
で
は
な
く
株
式
会
社
と
し
た
の
は
、

仕
事
に
責
任
を
持
ち
、
社
会
的
信
頼
も
得
や
す
く
、
自
分
で
経
営

責
任
を
持
て
る
か
た
ち
を
と
る
た
め
だ
っ
た
。

「
責
任
」
は
、
障
害
者
自
身
に
も
求
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
仕
事

に
就
く
前
に
、
清
掃
技
術
・
技
能
に
つ
い
て
少
な
く
と
も
数
回
の

研
修
を
受
け
て
も
ら
う
。
そ
の
受
講
料
は
有

料
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
は
じ
め
無
料
で

や
っ
た
が
時
間
ど
お
り
に
来
な
か
っ
た
り
無

断
欠
席
も
。
き
ち
ん
と
働
く
意
識
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
の
一
つ
と
し
て
有
料
に
し
た
そ

う
だ
。
こ
の
研
修
を
と
お
し
て
、
働
く
意
識

を
持
て
る
よ
う
な
指
導
も
重
視
し
て
い
る
。

研
修
受
講
者
は
す
で
に
200
人
近
い
。
会
社
で

は
現
在
16
人
の
精
神
障
害
者
が
雇
用
さ
れ
て

お
り
、
６
人
の
訓
練
生
と
働
い
て
い
る
。
在

職
期
間
10
年
以
上
と
い
う
人
も
７
人
に
の
ぼ

り
、
ま
た
、
就
労
時
間
も
週
30
時
間
以
上
に

及
ぶ
も
の
も
何
人
か
い
る
と
い
う
。

障
害
者
の
就
労
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
は
、
受

け
入
れ
て
く
れ
る
企
業
の
協
力
や
事
業
主
と

の
連
携
が
大
切
で
あ
る
。
協
力
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
徐
々
に
拡
大
し
て
お
り
、
北
は
青
森

か
ら
南
の
北
九
州
ま
で
、
約
20
カ
所
ま
で
に

な
っ
た
。



平
塚
農
業

高
校
で
始
め

た
高
校
生
に

よ
る
「
ヤ
ー

コ
ン
」
の
栽

培
と
普
及
活

動
を
、
第
５

回
顕
彰
で
取

り
上
げ
た
。

こ
の
活
動
は
、

地
域
産
業
の

発
展
、
ひ
い

て
は
町
お
こ

し
に
大
き
く

貢
献
し
た
事

例
で
あ
る
。

卒
業
生
の
山

想
で
始
め
た
活
動
で
し
た
が
、

そ
ん
な
私
た
ち
の
想
い
を
受
け

と
め
て
く
れ
た
行
政
・
流
通
・

加
工
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
生
産
者

団
体
・
消
費
者
団
体
な
ど
の

方
々
に
よ
り
平
成
16
年
に
湘
南

ヤ
ー
コ
ン
応
援
団
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
年
の
11
月
に
は

平
塚
市
の
市
民
プ
ラ
ザ
で
第
1

回
湘
南
ヤ
ー
コ
ン
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
、
今
年
は
７
回
目
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
第

２
回
は
全
国
ヤ
ー
コ
ン
サ
ミ
ッ

ト
）。ヤ

ー
コ
ン
の
知
名
度
は
活
動

田
智
美
さ
ん
は
、
10
年
を
振
り
返
っ
て
こ
う
語
っ
て
く
れ
た
。

「
平
成
13
年
に
平
塚
市
で
南
米
ア
ン
デ
ス
原
産
の
ヤ
ー
コ
ン
の

栽
培
普
及
の
活
動
を
始
め
て
今
年
で
ち
ょ
う
ど
10
年
に
な
り
ま
す
。

怖
い
も
の
知
ら
ず
の
農
業
高
校
生
が
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
の
問
題
を
か
か
え
る
農
家
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う
単
純
な
発

当
初
と
比
べ
る
と
上
が
っ
た
も
の
の
、
普
通
の
野
菜
と
し
て
ス
ー

パ
ー
に
並
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
た
私
た
ち
の
想
い
と
比
べ
る

と
ま
だ
ま
だ
の
状
況
で
す
。
し
か
し
ヤ
ー
コ
ン
を
使
っ
た
商
品
の

中
で
ヘ
ル
シ
ー
和
菓
子
の
「
ヤ
ー
ク
ン
」
や
「
湘
南
ヤ
ー
コ
ン
焼

酎
」
は
平
塚
市
の
推
奨
品
と
な
り
、
今
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
た
い
へ
ん
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
年
に
数
回
で
す
が
食

育
の
一
環
と
し
て
小
学
校
の
給
食
に
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
後
輩
た

ち
の
活
動
の
成
果
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
私
の
７
つ
違
い

の
妹
が
ヤ
ー
コ
ン
の
活
動
が
し
た
く
て
入
学
し
、
一
生
懸
命
に
活

動
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
個
人
的
に
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
卒
業
生
と
し
て
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

筑
波
大
学
の
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
部
（
第
６
回
顕
彰
）
は
、
大

学
生
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
出
色
で
あ
る
。
毎
年
夏
に
は
茨
城

県
大
竹
海
岸
で
、
監
視
・
救
助
活
動
を
中
心
と
し
た
海
水
浴
の
安

全
管
理
、
応
急
手
当
、
海
辺
の
美
化
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い
る

だ
け
で
は
な
く
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
は
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
を

集
め
て
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
教
室
を
開
い
て
い
る
が
、
現
役
部
員

の
川
俣
牧
子
さ
ん
は
、「
社
会
に
貢
献
で
き
た
以
上
の
も
の
が
、
自

分
の
経
験
や
能
力
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

と
、
活
動
か
ら
の
確
か
な
手
応
え
を
語
っ
て
い
る

右
掲
）。

私が「くれよん」を卒業してから８年が過ぎます

が、私は、高校時代のあの活動を通して自分の住む

「西川町」を今まで以上に好きになり、生涯この西川

町で暮らしていきたいと感じました。それは、くれ

よんでのボランティア活動で、自分の中でいくつか

の変化があったからです。その中でも一番大きかっ

たのは、世代を超えた繋がりができた事です。小学

生を対象とした活動で知り合えた子たちが、現在で

は中学生、高校生になり部活動や学校行事で輝かし

い活躍をし、元気に成長している姿をみせてくれて

います。時々顔を合わせた際には、「光君!あんどぎ

の（くれよんの時の）遊びおもしゃいっけよ～!」

と、笑顔で話してくれます。もし、私が西川町を離

れていたらこの喜びは味わえません。まさに「西川

町を離れないでよかったな～」と感じる瞬間です。

現在私は、地元の高齢者施設に勤務しています。

利用者様への生活の援助、ふれあいを通じ、これま

で西川町を支えてくださった方々からの話を聞き、

今と昔とで変わったところの話をするのがとても楽

しい時間です。また、私の地域の活動としてくれよ

んで得た事を生かすべく、現在では消防団、公民館、

青年団活動に参加し、子どもからお年寄りの方まで

幅広い世代の方々と協力し、楽しくよりよい町づく

りを目指しています。

「くれよん」が、自分の子どもの世代まで続く「モ

ンスターサークル」になってもらえたら最高です。

（西川町ボランティアサークル「くれよん」

平成14年度代表 和賀 光)

ライフセービングとは、簡単に言えば「海辺での安全

を守る」活動です。活動のメインともいえるのが海水浴

場での監視救助活動になります。ただ、「おぼれたら助け

る」のではなく、「事故を未然に防ぐ」ことを目指すこの

活動の上では、人との「会話」が一番重要なポイントと

なります。

ライフセーバーの活動には、まったくかかわりの無い、

およそ自分とは共通点も見当たらないような人と話すと

いう状況が頻繁にあるわけです。もちろん、それまでの

コミュニティー内での話し方では通用しませんから、工

夫が必要になってくる。自由に遊びたい遊泳者にとって、

ライフセーバーは自由を制限する厄介者。それを踏まえ

た上で、どんな伝え方をしたら気持ちよくルールを受け

入れてもらえるのか、私たちはこの課題を常に抱えてい

ます。もちろん、答えはひとつではありません。

こうした工夫の積み重ねの結果、すべての遊泳者の方

に「楽しかった」と気持ちよく帰ってもらえたら、少し

は社会に貢献できたことになるのかもしれません。

常に、自分の損得だけでなく、相手の立場で考えるこ

と。社会に出れば当たり前のことかもしれませんが、学

校や家庭というコミュニティーを離れたこの活動をとお

して、強く意識するようになりました。

社会貢献活動と呼ばれるものは、きっと多くのひとと

のかかわりを持つ活動なのではないでしょうか。そこで

たくさん壁にぶつかり、そのつど考え、工夫を凝らすこ

とで、社会に貢献できた以上のものが、自分の経験や能

力となっていくのではないかと思います。

先日、2010年度の監視救助業務が無事終了しました。

４年間を振り返れば、苦労のほうが多かったようにも思

いますが、そのぶんやりきったという充実感はひとしお

です。学生のうちに夢中に打ち込める活動を見つけられ

た自分は、幸福者です。

（筑波大学ライフセービング部 川俣 牧子)
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茗
渓
会
の
顕
彰
事
業
で
は
、
青
少
年
の
社
会
貢
献
活
動

を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
中
心
に
据
え
て
き
た
。
高
校
生
や

大
学
生
は
、「
社
会
の
た
め
に
役
立
つ
」、
と
い
う
活
動
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
と
ら
え
方
を
聞

い
て
み
た
。

第
１
回
の
顕
彰
で
取
り
上
げ
た
山
形
県
西
川
町
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
く
れ
よ
ん
」
は
、
地
域
の
学
校
の

枠
を
超
え
て
中
高
校
生
が
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
、
小
学
生

な
ど
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
放
課
後
指
導
や
子
ど
も
会
指

導
、
成
人
式
、
駅
伝
な
ど
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
も
活
動
し
て

い
る
。「
く
れ
よ
ん
」
は
始
ま
っ
て
す
で
に
20
年
以
上
、
子
ど
も
た

ち
の
間
で
代
々
受
け
継
が
れ
、
こ
の
町
の
「
町
づ
く
り
」
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
茗
渓
会
の
顕
彰
式
に
出
席
し
た
高
校

生
、
当
時
の
代
表
・
和
賀

光
さ
ん
は
、
自
分
の
住
む
町
が
今
ま

で
以
上
に
好
き
に
な
り
、
町
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
現
在
で
は
青

年
団
活
動
な
ど
地
元
の
活
動
を
続
け
、「
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
」
と
、
高
校
生
時
代
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
い
る

（
左
掲
）。

高校生・大学生の場合



地
の
人
々
と
交
流
す
る
「
国
際
交
流
タ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

に
参
加
し
た
生
徒
は
、
240
名
を
超
え
、
高
校
生
の
実
践
活
動
と
し

て
、
各
方
面
よ
り
、
高
い
評
価
と
称
賛
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
活

動
を
指
導
し
て
き
た
小
倉
幹
宏
教
諭
（
現
宇
都
宮
工
高
校
）
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「『
さ
あ
実
践
し
て
み
よ
う
!
地
域
と
世
界
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
』
と
い
っ
て
も
、
田
舎
の
一
工
業
高
校
の
力
だ
け
で

は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
活
動
は
、
国
内
の
支
援
団
体
や
、
海

外
で
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
長
年
継
続
す
る
こ

と
で
得
ら
れ
た
宝
物
で
あ
り
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
皆
様
に
、
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

栃
木
工
高
の
こ
の
活
動
は
、
全
国
の
工
業
高
校
へ
拡
大
し
て
、

参
加
校
は
65
校
に
も
な
っ
て
い
る
。
送
り
先
の
国
も
、
タ
イ
の
他
、

イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
韓
国
な
ど
12
カ
国
に
も
増
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
広
が
り
を
可
能
に
し
た
の
は
、

財
）日
本
社
会
福
祉

弘
済
会
な
ど
多
く
の
福
祉
関
係
団
体
や
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
団
体
と

の
、
さ
ら
に
は
航
空
会
社
と
の
連
携
・
協
調
が
あ
り
、
学
校
と
社

会
の
協
力
体
制
、
い
わ
ゆ
る
「
学
社
連
携
」
の
成
果
で
あ
っ
た
。

小
倉
教
諭
は
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
つ
づ
け
る
。

「
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
実
践
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

数
々
の
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
国
の
治
安
や
情
勢
、

現
地
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
活
動
資
金
の
捻
出
な
ど
で
す
。
そ
の
中

で
一
番
の
問
題
は
、
こ
の
活
動
を
継
続
・
実
践
し
て
ゆ
く
指
導
者

を
育
成
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の
活
動
は
若
者
た
ち

に
広
く
世
界
を
観
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
感
性
と

実
践
力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
の
で
き
る
す
ば
ら
し
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
さ
ら
に
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
で
す
。」

高
校
生
や
大
学
生
が
、
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
に

よ
っ
て
「
感
性
と
実
践
力
を
は
ぐ
く
む
」
こ
と
を
、
教

育
の
中
に
位
置
づ
け
て
組
織
的
に
す
す
め
よ
う
と
す

る
活
動
が
、「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」と
呼
ば
れ
る

方
向
で
あ
る
。

第
７
回
顕
彰
で
取
り
上
げ
た
神
奈
川
県
の
逗
子
高
校
で
は
、
近

隣
の
学
校
と
連
絡
し
合
い
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
す
め

る
た
め
に
、
名
称
も
「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
と
す

る
連
絡
組
織
を
設
立
し
た
。
セ
ン
タ
ー
を
総
括
し
て
い
る
松
本
一

彦
教
諭
は
、
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

「
高
校
で
は
、
学
業（
授
業
部
分
、
ゆ
と
り
教
育
か
ら
転
換
に
よ

る
増
加
）、
課
外
活
動
（
部
活
動
）
の
ウ
ェ
ー
ト
に
加
え
て
、
昨
今

の
経
済
状
況
か
ら
各
家
庭
の
収
入
減
少
に
よ
る
ア
ル
バ
イ
ト
の
増

加
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
以
前
よ
り
生
徒
の
地
域
と
連
携
し
た

各
種
活
動
の
機
会
は
減
っ
て
い
る
。
本
分
野
に
社
会
貢
献
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
含
ま
れ
る
。

本
来
的
に
は
欧
米
で
見
ら
れ
る
、
学
び
と
社
会
貢
献
活
動
が
連

携
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ベ
ー
ス
に
設
定
さ
れ
る
「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
の
実
施
が
好
ま
し
い
が
、
日
本
で
は
体
験
的
学
習
の
成

果
が
大
学
入
試
等
と
連
携
で
き
て
い
な
い
こ
と
や
教
師
の
未
経
験

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
例
は
少
な
い
。

特
に
最
近
顕
著
な
傾
向
は
、
前
記
の
経
済
的
な
状
況
か
ら
仕
事

と
直
結
し
た
医
療
・
福
祉
分
野
で
、
進
学
と
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
例
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
側
面
的
に
は
キ
ャ
リ
ア
体

験
の
意
味
を
持
つ
場
合
が
多
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
推
進
に
は

①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
可
能
な
核
と
な
る
生
徒
の
育
成
。（
本
校
で
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
た
高
校
生
公
益
活
動
リ
ー
ダ
ー
塾
を
開
催
）

②
社
会
貢
献
活
動
に
対
す
る
ポ
イ
ン
ト
性
の
導
入
等
、
多
様
な
角

度
か
ら
社
会
全
体
が
認
知
・
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

課
題
と
し
て
、
特
に
教
育
現
場
を
中
心
に
同
活
動
に
対
す
る
評

価
（
数
値
的
な
も
の
を
含
む
）
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の

強
さ
が
根
強
い
こ
と
で
あ
る
。」

高
校
生
の
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
現
し
て
い
く
の
に
、
克

服
す
べ
き
障
害
は
ま
だ
ま
だ
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
若
者
の
社
会

貢
献
体
験
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
注
目
す
べ
き
方
向
性
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

茗
渓
会
顕
彰
は
今
年
９
回
目
を
迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
顕
彰
を

振
り
返
り
つ
つ
、
さ
ら
な
る
社
会
貢
献
活
動
を
発
掘
し
て
い
く
た

め
に
、
現
在
作
業
中
で
あ
る
。

タイ（カンボジア国境に近いサケオ
の街）で、自転車修理のボランティ
ア活動による国際交流 (栃木工高)
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高
校
生
な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
社
会
貢
献
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
学
校
な
ど
が
取
り
組
ん
で
い
る
新
し

い
方
向
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
「
学
社
連
携
」
で
あ
る
。

第
１
回
顕
彰
で
取
り
上
げ
た
、
栃
木
工
業
高
校
の
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
す
で
に
10
年
を
超
え
る
実
績
を
重
ね
て
い
る
。
工

業
高
校
生
が
修
理
し
た
車
い
す
を
海
外
へ
寄
贈
す
る
「
空
飛
ぶ
車

い
す
活
動
」
や
、
タ
イ
王
国
を
訪
問
し
車
い
す
修
理
を
通
し
て
現
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は
、
物
理
、
化
学
、
生
物
、
地
質
、
天
文
、
無
線

工
学
の
６
つ
の
班
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
対
校
試
合
が
行
わ
れ
る
無
線
工

学
班
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
全
国
大
会
で
何
度
も

優
勝
し
て
い
ま
す
。

他
に
、
運
動
部
は
、
柔
道
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
バ

レ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
卓
球
、
水
泳
が
あ
り
ま
す
。

運
動
部
で
は
、
筑
波
大
学
の
体
育
の
院
生
や
学
生

に
コ
ー
チ
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
大
学

の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
こ
と
が
本
校
の
特
徴
、
恵
ま

れ
た
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
文
化
部
は
、
合
唱
、

ギ
タ
ー
、
地
歴
、
写
真
、
文
芸
、
語
学
が
あ
り
ま

す
。
同
好
会
は
、
茶
道
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
）、
ダ
ン
ス
、
イ
ラ
ス
ト
、
落
語
、
ゴ

ル
フ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
部
に
よ
る
国
際
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

茗
溪
学
園
だ
よ
り

茗
溪
学
園
の
部
活
動

本
校
で
は
、
部
活
動
が
盛
ん
で
す
。
そ
し
て
、
高
い
実
績
を
誇

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
運
動
部
で
は
三
つ
の
部
が
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
、
二
つ
の
部
が
全
国
中
学
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
文
化

部
で
も
全
国
高
文
連
大
会
出
場
な
ど
、
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
少
し
詳
し
く
本
校
の
部
活
動
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

本
校
に
は
、
運
動
部
12
、
文
化
部
12
、
同
好
会
６
の
団
体
が
あ

り
、
今
年
度
の
部
・
同
好
会
所
属
率
は
91
％

運
動
部
54
％
、
文
化

部
31
％
、
同
好
会
６
％
）
で
す
。
部
員
の
多
い
人
気
の
部
は
、
吹

奏
楽
部

130
人
）
と
ラ
グ
ビ
ー
部

103
人
）
と
な
り
ま
す
が
、
男
子

の
み
で
百
人
を
超
え
る
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
全
国
大
会
出
場
17
回
の

実
績
が
生
徒
を
惹
き
つ
け
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
続
い
て
、
部
員

も
多
く
高
い
実
績
を
残
し
て
い
る
の
は
、
運
動
部
で
は
、
テ
ニ
ス

部

94
人
）、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

79
人
）、
体
操
部

60
人
）、
剣
道

部

56
人
）、
軟
式
野
球
部

55
人
）で
す
。
文
化
部
で
は
、
書
道
部

80
人
）、
美
術
部

49
人
）、
室
内
楽
部

42
人
）、
演
劇
部（
36
人
）

な
ど
が
活
発
で
優
れ
た
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
科
学
部（
68
人
）

今
年
３
月
に
は
科
学
部
、
語
学
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
が
台
湾
を
訪
問

し
「
淡
江
高
級
中
学
」（
台
湾
の
私
立
の
中
高
一
貫
校
）
と
交
流
し

て
き
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
学
校
が
来
日
し
た
時
に
交
流
試
合
を
し
て
い
ま
す
。

本
校
の
生
徒
達
は
、
部
活
と
学
業
と
両
立
さ
せ
て
い
ま
す
。
平

今年度の活動実績（4月～8月)

◎全国大会

⑴ 全国高校ラグビー選抜大会（４月）＝予選

リーグ・グループ２位、決勝トーナメント

（ベスト８以上）進出ならず

⑵ 沖縄インターハイ出場 ①バドミントン

部男子団体＝１回戦突破 ②テニス部女子

シングルス＝１回戦まで 女子ダブルス＝

ベスト16 ③体操部男子個人１名（125

位）、女子個人２名（77位－３年連続出場・

今年こそ決勝進出を狙っていたが届かず、

101位）

⑶ 全国中学大会 ①剣道女子団体＝ベスト

16、個人＝ベスト16 ②水泳＝全国31位、

全日本ジュニアオリンピック大会出場

③バドミントン女子シングルス＝全日本ジ

ュニアオリンピック大会出場

⑷ 千葉国体出場 茨城県選手として関東ブ

ロック大会を突破、千葉国体（10月開催）

に出場。ラグビー部員10名、体操部員２名

⑸ 全国ARDF大会（アマチュア無線の大会)

◎世界大会 ARDF世界選手権大会出場（９

月）クロアチアで開催されるアマチュア無線

の世界大会へ日本代表女子選手として出場

◎関東大会 高校 ラグビー部(３位）、バドミ

ントン部(男女）、体操部(男女）、テニス部

(女）、軟式野球部(準優勝）、水泳部

中学 剣道部(女子、準優勝）、ラグビー部、

バドミントン部、体操部、テニス部、水泳部

◎ 化 部 ①美術部＝全国高文連大会（宮崎

県開催）に茨城県代表として出場、その他全

国レベルの作品展に出品・上位の賞を受賞

②書道部＝全国高文連大会（宮崎県開催）に

茨城県代表として出場、その他全国レベルの

作品展に出品・上位の賞を受賞 ③吹奏楽

部＝定期演奏会・ノバホール（８月）

成
22
年
度
入
試
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
２
名
サ
ッ
カ
ー
部
１
名
が
東

京
大
学
に
合
格
し
て
い
ま
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
テ
ニ
ス
な
ど
で

も
全
国
大
会
で
活
躍
し
た
生
徒
達
が
、
難
関
大
学
に
合
格
し
て
い

て
、
両
立
の
気
概
が
伝
統
的
に
部
員
達
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
の
活
躍
状
況
は
上
表
の
通
り
で
す
。

平
成

年
度

生
徒
募
集
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
の
生
徒
募
集
活
動
は
、
11
月
21
日
ア
ジ
ア
４
都
市

と
北
米
で
の
海
外
現
地
入
試
「
海
外
生
特
別
選
抜
試
験
」
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

12
月
20
日

中
学
推
薦
入
試
、
高
校
海
外
枠
入
試

１
月
９
日

中
学
一
般
入
試
、
高
校
推
薦
入
試

１
月
29
日

高
校
一
般
入
試
（
海
外
枠
入
試
を
含
む
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
広
報
活
動
と
し
て
は
、
11
月
６
日
に
学
園
説
明
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
お
知
り
合
い
の
方
に
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

募
集
要
項
な
ど
入
試
に
関
わ
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
校
の
入

試
担
当
お
よ
び
広
報
担
当
に
メ
ー
ル
な
ど
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

k
o
u
h
o
u
＠
m
eik

ei.a
c.jp

見
学
等
）

en
try
＠
m
eik

ei.a
c.jp

入
試
等
）

吹奏楽部・定期演奏会(つくば市・ノバホールにて)
バドミントン部(①回戦を突破しガッツポーズ)



□筑波人 ③期入学者第⑥回懇親会
と き 平成22年７月17日(土)

ところ 川崎グランドホテル

筑波大第一学群人文学類に1976年入学した三期生の同期懇

親会が、今年夏、同期の片山氏が経営する川崎のホテルにて

開催されました。前回４年前には同じく片山氏経営の晴海の

ホテルで挙行されたものですが今回は幹事の努力により総勢

30名近く集まりました。人文学類は120名定員でしたからまず

は良好な集まり具合で、最遠方からは鹿児島県在の参加者も

ありました。

春
の
訪
れ
が
足
踏
み
す
る
寒
い
中
、
熱
心
な
会
員
の
勉
強
会
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ご
く
一
部
を
下
記
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

茗
渓
会

葛
飾
支
部
主
催

２
０
１
０
年
３
月
７
日

日
）

於：

茗
渓
会
館

14
時
〜
17
時

プ
ロ
グ
ラ
ム

「
食
育
活
動
の
実
践
に
つ
い
て
」

…
…
葛
飾
区
内
に
お
け
る
実
践
を
例
に
し
て
…
…

14：

00
〜
ご
挨
拶

葛
飾
支
部
長

東
京
聖
栄
大
学

渡
邉

悟

14：

10
〜
葛
飾
区
の
食
育
推
進
計
画
の
概
要

葛
飾
区
保
健
所
健
康
推
進
課

藤
野

秀
市

14：

50
〜
都
立
農
産
高
校
に
お
け
る
食
育
活
動
の
実
践

前

農
産
高
校
長
・
現

稔
ケ
丘
高
校
長

徳
田

安
伸

15：

30
〜
東
京
聖
栄
大
学
に
お
け
る
食
育
活
動
の
実
践

東
京
聖
栄
大
学

新
村
真
由
美

16：

30
〜
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

実
践
女
子
短
期
大
学

白
尾

美
佳

桐の葉のつどい 同期入学、卒業または同行のみなさんの集まりを紹介したものです。

□昭和 年東京教育大学農学部総合農学科 叙勲者祝賀会
と き 平成22年１月16日(土) ところ 茗渓会館

戦後、GHQによって、学制改革が行われたが、その内の一つが我が総合農

学科の誕生。アメリカのある地方単科農科大学を範にして、全国の国立大学

７校に設置された。相互に関連のない経営、生活科学、施設、機械という４

講座構成。当時のアメリカの農家の営農の様子を彷彿とさせる。毎年のよう

に、カリキュラムの改変が行われ、結果として総合から専門性の追求となり、

10数年で崩壊。迷惑を蒙ったのは、当時の学生。社会に出てからは、夫々が

独自に荆の道を歩んできた。

教育界、実業界、官庁。夫々、先輩のいない社会で逞しく生きてきた。こ

の仲間から２人の叙勲者が出、その祝賀會をもてるとは、学生時代には夢想

だに出きなかった。当時の学生は、医進課程の単位が取得できるということ

で、半数程は、腰の定まらない者であったのも、今思えば、興味深い。

教育史の専門家は、このような戦後教育の様相をどう捉えているのだろう

か。 文責 原 正

葛
飾
区
食
育
推
進
計
画
は
、
区
民
一
人
ひ

と
り
が
「
食
べ
る
こ
と
は
心
身
と
も
に
健
康

で
豊
か
に
生
き
る
た
め
の
基
本
で
あ
る
こ
と

を
心
に
刻
み
、
食
と
健
康
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
習
得
し
て
、
よ
り
良
い
生
活
ス
タ
イ

ル
を
確
立
し
生
き
る
力
を
育
む
」
こ
と
を
目

指
す
と
い
う
基
本
理
念
に
基
づ
き
具
体
的
な

計
画
の
目
指
す
方
向
性
に
つ
い
て
の
詳
細
な

お
話
で
し
た
。
下
町
人
情
が
残
る
「
葛
飾
ら

し
さ
」
を
大
切
に
事
業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
内
容
で
、
食
育
の
推

進
体
制
が
区
民
と
区
が
協
働
し
て
推
進
さ
れ

て
い
る
状
況
の
貴
重
な
ご
報
告
で
し
た
。

「
農
産
高
校
に
お
け
る
食
育
」の
取
り
組
み

は
徳
田
安
伸
校
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
で
、
多
く
の
興
味
深
い
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。「
食
と
緑
の
学
園
」
と

い
う
掛
け
声
で
全
校
一
丸
と
な
っ
た「
農
産
」

の
使
命
は
、
農
業
人
・
産
業
人
の
育
成
で
あ
り
、
食
と
緑

の
文
化
を
目
指
す
学
校
行
事
が
年
間
を
通
じ
て
た
く
さ
ん

計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

農
産
高
校
の
素
晴
ら
し
さ
は
日
々
の
授
業
が
食
育
の
学

校
と
し
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
学
び
を
学
び
で
終
わ
ら
せ

な
い
と
い
う
学
校
生
活
が
365
日
食
育
の
展
開
と
関
連
さ
せ

て
お
り
ま
す
。
農
産
高
校
な
ら
で
は
の
、
他
に
例
を
見
な

い
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
す
。

東
京
聖
栄
大
学
の
新
村
真
由
美
先
生
は
、
葛
飾
区
保
健

所
健
康
推
進
課
と
共
同
で
地
域
に
根
差
し
た
食
育
の
取
り

組
み
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。「
か
つ
し
か
知
っ
得
メ
モ
」
と

称
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で

学
生
が
作
成
し
、
大
学
周
辺
の
協
力
が
得
ら
れ
る
地
域
商

店
に
置
い
て
も
ら
い
、
地
域
住
民
に
食
育
情
報
を
提
供
す

る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で
、
管
理
栄
養
士

を
目
指
す
学
生
の
将
来
に
向
け
た
社
会
的
実
践
の
一
例
と

な
り
、
特
色
あ
る
大
学
教
育
の
一
環
が
紹
介
さ
れ
た
内
容

で
し
た
。

最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
白
尾
美
佳
先
生
に
よ
り

全
体
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

白
尾
先
生
は
、
日
野
市
に
お
け
る
食
育
の
取
り
組
み
の

な
か
で
、
実
践
女
子
短
期
大
学
の
学
生
と
共
に
取
り
組
ん

で
い
る
内
容
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

日
野
市
に
お
け
る
伝
統
的
な
「
陸
稲
」
の
生
産
を
農
家

の
人
達
の
指
導
を
受
け
、
短
大
生
が
栽
培
に
取
り
組
み
地

産
地
消
の
食
育
体
験
を
す
る
、
と
い
う
お
話
を
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
収
穫
後
は
バ
ザ
ー
展
を
開
催
し
、
地
域
の
人

達
と
「
陸
稲
」
の
試
食
会
を
行
い
、
こ
の
町
お
こ
し
の
一

助
に
つ
な
げ
た
食
育
の
活
動
は
、
大
変
な
苦
労
の
中
に
も

心
温
ま
る
気
持
が
あ
り
大
変
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

全
体
を
と
お
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
指
導
者
の
背
後
に

は
、
数
え
知
れ
な
い
、
ま
た
、
多
く
の
人
達
の
日
々
の
努

力
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
豊
か
な
人
間
性
の

中
に
食
育
の
重
要
性
が
実
現
し
て
い
く
の
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

葛
飾
支
部
長

渡
邉

悟
（
56
筑
二
農
・
62
筑
博
農
）

講師・ゲストの先生方 左から白尾、中野、新村、徳田の各氏

葛
飾
支
部
勉
強
会
か
ら
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